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第 1 章

新規および変更情報

•新規および変更情報（1ページ）

新規および変更情報
次の表は、この最新リリースに関するこのガイドでの機能に対する大幅な変更の概要を示した

ものです。ただし、このリリースに関するガイドの変更点や新機能のなかには、この表に記載

されていないものもあります。

表 1 : Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceでの新機能と変更された動作

参照先説明日付

•外部データベースのセッ
トアップ要件（4ペー
ジ）

• IM and Presence Serviceの
外部データベースエント

リをセットアップする

（32ページ）

• IMおよびプレゼンスサー
ビスデータベースのトラ

ンスポート層セキュリ

ティ (TLS)サポート

•外部データベースの制限

2025年 7月 31日

•外部データベースクリー
ンアップユーティリティ

を実行する [リリース
15SU2以降]（55ペー
ジ）

•外部データベースのマー
ジ（57ページ）

外部データベースクリーン

アップユーティリティの刷新

2024年 10月 01日

外部データベースのセット

アップ要件（4ページ）
「外部データベースのセット

アップ要件」を更新しまし

た。

2023年 12月 18日
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第 2 章

外部データベースの要件

このガイドでは、外部データベースCisco Unified Communications ManagerIM and Presence Service
の設定方法について説明しています。次の機能では外部データベースが必要です:

•常設のグループチャット

•パーシステントチャットのハイアベイラビリティ

•メッセージアーカイバー (IMコンプライアンス)

•マネージドファイル転送

•このガイドの使い方（3ページ）
•外部データベースのセットアップ要件（4ページ）
•その他の資料（6ページ）
•外部データベースのセットアップの前提条件（7ページ）
•パフォーマンスに関する考慮事項（7ページ）
•セキュリティの推奨について（8ページ）

このガイドの使い方
外部データベースの設定方法については、以降の章を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

外部データベースのサポート情報とその他の要件を

確認してください。

外部データベースの要件（3ページ）ステップ 1

インストール情報については、左側の章を参照して

ください。

外部データベースをインストールしてください。ステップ 2

• PostgreSQLのインストール（11ページ）
• Oracleをインストール（17ページ）
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目的コマンドまたはアクション

• Microsoft SQL Serverのインストール（21ペー
ジ）

外部データベース接続のための IM and Presenceサー
ビスを設定します。

外部データベースの IM and Presence Serviceを設定
する（31ページ）

ステップ 3

次のタスク

外部データベースを設定したら、本ガイド中の追加資料を参照して、外部データベースの管理

に関する情報を確認してください。

外部データベースのセットアップ要件

一般要件

Ciscoでは、認定された PostgreSQL、Oracle、またはMicrosoft SQL Server管理者に、外部デー
タベースの管理と情報の取得を依頼することを推奨しています。

ハードウェアとネットワークの要件

•外部データベースは専用サーバにインストールする必要があります。データベースは仮想
化または非仮想化プラットフォームに展開できます。

•サポートされているオペレーティングシステムとプラットフォーム要件の詳細について
は、ベンダーのデータベースのドキュメントを参照してください。

• IM and Presenceサービスは IPv4および IPv6に対応しています。

ソフトウェア要件

次の表には、IM and Presence Serviceの一般的な外部データベースのサポート情報が含まれてい
ます。 IM and Presence機能に固有の詳細については、次の「機能要件」を参照してください。

表 2 : IMおよびプレゼンスサービスのデータベースサポート

サポートされるバージョンデータベース

現在アクティブなすべての PostgreSQLバージョン 12.xから 16.xまで
がサポートされています。現在、検証はバージョン12.x、13.x、およ
び 16.xに対して実行されました。

PostgreSQL

IM and Presence Serviceのデータベース設定ガイド、リリース 15および SU
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サポートされるバージョンデータベース

現在アクティブな Oracleデータベースバージョン 19cから 23cまで
がすべてサポートされています。現在、バージョン 19cおよび 23cに
対して検証が実行されます。

（注）

Oracleデータベースバージョン 23cのサポートは、リリース 15 SU2
以降でのみ利用できます。

Oracle

2016年から 2022年まで現在アクティブなすべてのMS SQLバージョ
ンがサポートされ、検証されています。

Microsoft SQL Server

表 3 : IMおよびプレゼンスサービスデータベースのトランスポート層セキュリティ (TLS)サポート

サポートされている TLSバージョンデータベース

サポートされている TLSバージョンは 1.0、
1.1、1.2、1.3です。

（注）

TLS 1.3接続はリリース 15SU2以降でのみサ
ポートされます。

Oracle

サポートされている TLSバージョンは 1.0、
1.1、1.2、1.3です。

（注）

TLS 1.3接続はリリース 15SU3以降でのみサ
ポートされます。

Microsoft SQL Server

TLSサポートなしPostgreSQL

CLI (コマンドラインインターフェイス)の set tls min-version <version>コマンドを使用し

て、IM and Presence Serviceでサポートされる最小 TLSバージョンを設定できます。

最小 TLSバージョンの構成方法と制限事項の詳細については、Cisco Unified Communications
Managerセキュリティガイドの「最小 TLSバージョンを設定する」項を参照してください。

（注）

機能要件

外部データベースとの統合に依存する IM and Presenceサービス機能は、外部データベースとし
て Oracle、PostgreSQL、およびMicrosoft SQL Serverをサポートします。外部データベースの
要件は、IM and Presence Serviceでどの機能を展開するかによって異なります。特定の IM and
Presenceサービス機能のサポート情報については、次の表を参照してください。
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表 4 :特定の IM and Presence Service機能の外部データベース要件

要件特長

IM and Presenceサービスのクラスタ間全体には、少なくとも 1つの一
意の論理外部データベースインスタンス（テーブルスペース）が必

要です。各 IM and Presenceサービスノードまたは IM and Presence
サービスクラスタの冗長性グループの一意の論理外部データベース

インスタンスは、最適なパフォーマンスとスケーラビリティを提供し

ますが、必須ではありません。

パーシステントグルー

プチャット機能

両方のプレゼンス冗長性グループノードが同じ一意の論理外部デー

タベースインスタンスに割り当てられていることを確認します。

Ciscoは詳細なバックエンドデータベースサポートを提供しません。
バックエンドデータベースの問題は、お客様ご自身で解決する必要

があります。

持続チャット機能にお

ける高可用性

各 IM and Presenceサービスクラスタに少なくとも 1つの外部データ
ベースを設定することを強くお勧めします。ただし、データベース

サーバの容量によっては、1つのクラスターに複数の外部データベー
スが必要な場合があります。

Message Archiver (コン
プライアンス)機能

IM and Presenceサービスクラスタ内の各 IM and Presenceサービスノー
ドに対して 1つの固有の論理外部データベースインスタンスが必要
です。

（注）

データベースの表スペースは、容量とパフォーマンスが過負荷にな

らないことが前提として、複数のノードまたはクラスターで共有で

きます。

Managed File Transfer
機能

もし永続的グループチャット、メッセージアーカイバ（準拠）、管理ファイル転送機能の任意

の組み合わせ を展開する場合、を IM and Presence Serviceノード上で展開すると、同じ一意の
論理外部データベースインスタンス（テーブルスペース）は、各機能が別々のデータテーブル

を使用するため、機能全体で共有できます。これは、データベースインスタンスの容量によっ

て異なります。

（注）

その他の資料
この手順では、IM and Presence Serviceでの外部データベースの設定方法のみを説明していま
す。外部データベースを必要とする機能を完全に設定する方法については説明していません。

完全な構成については、展開している機能に固有のドキュメントを参照してください。
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• IM and Presence Serviceのメッセージアーカイバー（準拠）機能の設定については、『IM

and Presence Serviceのインスタントメッセージングコンプライアンス』を参照してくだ
さい。

• IM and Presenceのグループチャット機能の設定については、 IM and Presence Serviceの設定

と管理を参照してください。

• IM and Presenceでの管理ファイル転送機能の設定については、『IM and Presence Serviceの

設定と管理』を参照してください。

外部データベースのセットアップの前提条件
IMおよびプレゼンスサービスに外部データベースをインストールして設定する前に、次のタ
スクを実行してください:

•『Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service設置ガイド』の説明
に従って、IM and Presence Serviceノードをインストールします。

• IM and Presence Serviceノードを設定します。これは IM and Presence Serviceの設定と管理

の説明に従ってください。

IM and Presence Serviceが IPv6を使用して外部データベースサーバに接続する場合、エンター
プライズパラメータが IPv6に設定され、Eth0が IPv6に設定されていることを各ノードで確認
してください。そうしないと、外部データベースサーバへの接続に失敗します。メッセージ

アーカイバーとCisco XCPテキスト会議マネージャは外部データベースに接続できず、失敗し
ます。 IM and Presenceの IPv6設定については、IM and Presenceの設定と管理を参照してくだ
さい。

注意

パフォーマンスに関する考慮事項
外部データベースを IM and Presence Serviceで設定する場合、以下の推奨事項を考慮する必要
があります。

• IMおよびプレゼンスサービスクラスタと外部データベース間の往復遅延 (RTT)を減らし
て、パフォーマンスの問題を回避します。これは通常、外部データベースサーバを IM
and Presenceサービスクラスタのできるだけ近くに配置することで実現します。

• IM and Presenceサービスクラスタのパフォーマンス問題の原因となる外部データベース
エントリが一杯になることを許可しないでください。外部データベースの定期的なメンテ

ナンスは、IM and Presenceサービスのパフォーマンス低下を防ぐ上で重要な役割を果たし
ます。

IM and Presence Serviceのデータベース設定ガイド、リリース 15および SU
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外部データベースのメンテナンスでは、データベース内のレコード数が特定のしきい値に達し

たときに、データベースエンジン自体のクエリ実行メカニズムをさらに調整します。

例えば、デフォルトでMSSQLデータベース上でパラメータスニッフィングと呼ばれるクエリ
実行の最適化メカニズムを有効にすると、これはパーシステントチャットサービスのパフォー

マンスに悪影響を及ぼす可能性があります。この最適化メカニズムが、具体的な IMおよびプ
レゼンスサービスクエリのプランガイドに合わせて調整されない場合、永続的なチャットへ

のインスタントメッセージ配信の遅延が発生します。

（注）

関連トピック

PostgreSQLのドキュメント
Oracleドキュメント
Microsoft Serverドキュメント

セキュリティの推奨について

外部データベース接続のセキュリティ

IM and Presence Serviceは、OracleまたはMicrosoft SQL Serverがデータベースタイプとして選
択された場合のみ、外部データベースへの安全な TLS/SSL接続を提供します。 IMとプレゼン
スサービスの展開を計画する際にこのセキュリティ制限を考慮し、このトピックで提供してい

るセキュリティの推奨事項を考慮することをお勧めします。

最大接続数の設定

セキュリティを強化するために、外部データベースへの接続を許可する最大数を制限すること

ができます。ここで提供するガイドラインを使用して、展開に適したデータベース接続の数を

計算します。このセクションはオプションの設定です。このガイドラインから、次のことが

推論されます。

• IMandPresenceServiceで、あなたは管理ファイル転送、メッセージアーカイバー（準拠）、
および永続的グループチャット機能を実行しています。

• Cisco Unified CM IM and Presenceの管理インターフェイスで、永続的グループチャット
機能のデータベースへのデフォルトの接続数を設定することができます。

ガイドライン

PostgreSQL — max_connections = (N ×15) +追加の接続

Oracle — QUEUESIZE = (N ×15) +追加接続

Microsoft SQL Server -同時接続の最大数 = (N x15) +追加接続

IM and Presence Serviceのデータベース設定ガイド、リリース 15および SU
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• Nは IM and Presence Serviceクラスタのノード数です。

• 15は IM and Presence のデータベースへのデフォルトの接続数です。ファイル転送、メッ
セージアーカイバ、グループチャットでそれぞれ 5接続です。

•追加の接続は、データベースサーバへの独立した管理またはデータベース管理者 (DBA)
接続を表します。

PostgreSQL

PostgreSQLデータベース接続数を制限するには、max_connectionsの値を postgresql.conf
fileで設定します。このファイルは install_dir/data ディレクトリにあります。

max_Connectionsパラメータの値を上記のガイドラインと同等か、それより少し大きく設定す

ることをお勧めします。

たとえば、6つのノードを含む IM and Presence Serviceクラスタがあり、さらに 3つの DBA接
続が必要な場合、上記のガイドラインを使用して、max_Connectionsの値を 93に設定します。

Oracle

Oracleデータベース接続数を制限するには、 install_dir/data ディレクトリにある listener.ora
ファイルでQUEUESIZEパラメータを設定します。QUEUESIZEパラメータの値を上記のガイ
ドラインと同じ値に設定することをお勧めします。

たとえば、4つのノードを含む IM and Presence Serviceクラスタがあり、1つの追加の DBA接
続が必要な場合、上記のガイドラインを使用して、QUEUESIZE値を 61に設定します。

Microsoft SQL Server

MS SQL Serverデータベースの同時接続数を制限するには、次の手順を実行します。キューの
サイズを上記のガイドラインと同じに設定することをお勧めします。

1. SQLServer構成マネージャから、構成するノードを右クリックし、[プロパティ]をクリッ
クします。

2. [接続]をクリックします。

3. [接続 ]ペインの [同時接続の最大数 ]ダイアログボックスに値を 0から 32767の範囲で
入力します。

4. Microsoft SQL Serverを再起動します。

デフォルトのリスナポートのセットアップ

このセクションはオプションの設定です。（注）
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セキュリティを強化するために、外部データベースの既定のリスニングポートを変更すること

を選択できます。

• PostgreSQLの場合、デフォルトのリスナポートの編集方法の詳細は PostgreSQLリスニン
グポートのセットアップ（13ページ）を参照してください。

• Oracleの場合、listener.ora構成ファイルを編集することで、デフォルトのリスナポー
トを編集することができます。

• Microsoft SQL Serverの場合、SQL Server構成マネージャで既定のリスナポートとして
TCP/IPポート番号を指定することができます。詳細については、Microsoft SQL Serverの
デフォルトリスナポートのセットアップ（26ページ）を参照してください。
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第 3 章

PostgreSQLのインストール

この章では、PostgreSQLのインストールとセットアップに関する情報を記載しています。

• PostgreSQLデータベースのインストール（11ページ）
• PostgreSQLリスニングポートのセットアップ（13ページ）
•ユーザアクセス制限の推奨事項（14ページ）

PostgreSQLデータベースのインストール

始める前に

• Ciscoは、PostgreSQL DBAが PostgreSQLサーバをインストールし、管理することを推奨
します。

• PostgreSQLデータベースのセキュリティの推奨事項を、のセクションでお読みください
セキュリティの推奨について（8ページ）。

•サポートされているバージョンの詳細については、『外部データベースのセットアップ要
件（4ページ）』を参照してください。

手順

ステップ 1 これらのコマンドを入力して、Postgresユーザとしてデータベースサーバにログインします。

>su - postgres

>psql

ステップ 2 新しいデータベースユーザを作成します。次の例では、tcuserという新しいデータベースユーザを作成

します:

#CREATE ROLE tcuser LOGIN CREATEDB;

（注）
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PostgreSQLバージョン8.4.xを展開する場合、手順のこの時点でデータベースユーザをスーパーユーザと
して構成する必要があります。例えば：

#ALTER ROLE tcuser WITH SUPERUSER;

ステップ 3 データベースを作成します。データベースに ASCII文字しか含まれていない場合、データベースを
SQL_ASCIIエンコードで作成してください。データベースに非 ASCII文字が含まれる場合、UTF8エン
コードでデータベースを作成してください。

以下の例では、 tcmadb という SQL_ASCII データベースを作成します。

#CREATE DATABASE tcmadb WITH OWNER tcuser ENCODING 'SQL_ASCII';

ステップ 4 データベースへのユーザアクセスを構成します。 install_dir/data/pg_hba.confファイルを編集して、

postgresユーザーと新しいtcuserユーザーがデータベースにアクセスできるようにします。次に例を示

します。

METHODCIDR-アドレスユーザデータベース# タイプ

パスワード10.89.99.0/24tcusertcmadbホスト

パスワード10.89.99.0/24モーゼルdbinstホスト

Trustまたは MD5すべてすべてローカル
1

1 Unixドメインソケット接続のみ。

ステップ 5 postgresと tcuserユーザのパスワードを定義するために、これらのコマンドを入力してください:

#ALTER ROLE postgres WITH PASSWORD 'mypassword';

#ALTER ROLE tcuser WITH PASSWORD 'mypassword';

（注）

IM and Presence Serviceの外部データベースエントリを設定する際に、データベースユーザのパスワード
を入力する必要があります。

ステップ 6 PostgreSQLバージョン 8.3.7またはそれ以降の 8.3.xリリースを実行している場合、 tcuserの権限をスー

パーユーザに変更し、このユーザにデータベースへのアクセスを許可します。次のコマンドを入力しま

す:

#ALTER ROLE tcuser WITH SUPERUSER;

ステップ 7 リモートホストからデータベースへの接続を設定します。 install_dir/data/postgresql.conf ファイル

のリッスンアドレスパラメータを編集します。次に例を示します。

listen_addresses = '*'

ステップ 8 PostgreSQLバージョン 9.1.1以降を実行している場合、 postgresql.confファイルに次の値を設定する必

要があります:

escape_string_warning = off

standard_conforming_strings = off

ステップ 9 PostgreSQLサービスを停止し、再起動します。例:
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/etc/rc.d/init.d/postgresql-8.3 stop

/etc/rc.d/init.d/postgresql-8.3 start

（注）

PostgreSQLサービスを停止および開始するコマンドは、PostgreSQLのリリースによって異なります。

ステップ 10 これらのコマンドを入力して新しいデータベースに postgresユーザとしてログインし、PL/pgSQLを有
効にします:

>psql tcmadb -U postgres

（注）

次の例では、セミコロンまでを1行で入力する必要があります。

#CREATE FUNCTION plpgsql_call_handler () RETURNS LANGUAGE_HANDLER AS '$libdir/plpgsql' LANGUAGE

C;

#CREATE TRUSTED PROCEDURAL LANGUAGE plpgsql HANDLER plpgsql_call_handler;

トラブルシューティングのヒント

install_dir/data/postgresql.confファイルで次の設定項目をオンにしないでください (デフォルトでは
これらの項目はコメントアウトされています):

client_min_messages = log

log_duration = on

関連トピック

セキュリティの推奨について（8ページ）

PostgreSQLリスニングポートのセットアップ

このセクションはオプションの設定です。（注）

デフォルトでは、Postgresqlデータベースはポート 5432でリッスンします。このポートを変更
する場合は、/etc/rc.d/init.d/postgresqlの PGPORT環境変数を新しいポート番号で編集する必要
があります。

PGPORT環境変数は、/var/lib/pgsql/data/postgresql.confファイルの「Port」パラ
メータ値を上書きします。したがって、Postgresqlデータベースに新しいポート番号でリッス
ンさせたい場合は、PGPORT環境変数を編集する必要があります。

（注）
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手順

ステップ 1 新しいポートで、/etc/rc.d/init.d/postgresqlの PGPORT環境変数を編集します。例:

IE: PGPORT=5555

ステップ 2 これらのコマンドを入力して PostgreSQLサービスを停止、開始します:

# /etc/rc.d/init.d/postgresql start

# /etc/rc.d/init.d/postgresql stop

ステップ 3 次のコマンドを使用して、Postgresqlデータベースが新しいポートでリッスンしていることを確認します。

'lsof -i -n -P | grep postg'

postmaste 5754 postgres 4u IPv4 1692351 TCP *:5555 (LISTEN)

ヒント

IPv6サーバについては、次を入力します。 postmaste 5754 postgres 4u IPv6 1692351 TCP *:5555 (LISTEN)

ステップ 4 ポートを変更した後にデータベースに接続するには、-p引数を使用して、コマンドで新しいポート番号を
指定する必要があります。コマンドに -p引数が含まれていない場合、Postgresqlデータベースはデフォル
トのポート 5432を使用しようとするため、データベースへの接続は失敗します。

次に例を示します。

psql tcmadb -p 5555 -U tcuser

ユーザアクセス制限の推奨事項
外部データベースへのユーザのアクセスは、IM and Presence Serviceが使用する特定のユーザー
およびデータベースインスタンスのみに制限することを強くお勧めします。 <install_dir>/data
ディレクトリにある pg_hba.confファイルで、PostgreSQLデータベースへのユーザアクセスを
制限することができます。

ユーザとデータベースのエントリに「すべて」を構成しないでください。任意のユーザが任意

のデータベースにアクセスできるようになる可能性があるためです。

注意

外部データベースへのユーザアクセスを構成する場合、「password」メソッドを使用して、
データベースアクセスのパスワード保護を構成することを推奨します。
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IMおよびプレゼンスサービスでデータベースエントリを設定する際に、データベースユーザ
のパスワードを入力する必要があります。

（注）

以下は、pg_hba.confファイル内の安全なユーザアクセス設定と安全性が低いユーザアクセス設
定の例です。

セキュアな構成の例:

METHODCIDR-アドレスユーザデータベース#タイプ

パスワード10.89.99.0/24tcuser1dbinst1ホスト

パスワード10.89.99.0/24mauser1dbinst2ホスト

安全性が低い構成の例:

METHODCIDR-アドレスユーザデータベース#タイプ

トラスト10.89.99.0/24tcuser1dbinst1ホスト

パスワード10.89.99.0/24すべてdbinst2ホスト

安全性が低い構成の例に関するメモ:

•最初のエントリには、データベースのパスワード保護が含まれていません。

• 2番目の入力により、任意のユーザにデータベースdbinst2「へのアクセスを許可します。」

関連トピック

PostgreSQLデータベースのインストール（11ページ）
PostgreSQLのドキュメント
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第 4 章

Oracleをインストール

この章では、Oracleデータベースのインストールと設定について説明します。

• Oracleデータベースのインストール（17ページ）
•新規データベースインスタンスの作成（19ページ）

Oracleデータベースのインストール

始める前に

• Ciscoは、Oracle DBAが Oracleサーバをインストールすることを推奨しています。

•既知の Oracleの欠陥 ORA-22275に対するパッチを更新する必要があります。こうしない
と、永続的なチャットルームが適切に機能しません。

•お使いのOracleのドキュメントに記載されている、Oracleデータベースのセキュリティ推
奨事項をお読みください。

•サポートされているバージョンの詳細については、『外部データベースのセットアップ要
件（4ページ）』を参照してください。

• Oracleバージョン 11以前では、UTF8文字エンコードを使用するようにOracleデータベー
スを設定する必要があります。

• Oracleバージョン 12では、UTF8は予期しない動作につながる可能性があるため、
AL32UTF8文字エンコードを使用するようにOracleデータベースを構成する必要がありま
す。たとえば、Oracle 12で UTF8を使用している場合、Cisco XCPテキスト会議マネー
ジャサービスを再起動すると、チャットルームが削除される場合があります。

• Oracleデータベースのインストールについては、Oracleのドキュメントを参照してくださ
い。

表領域とデータベースユーザを作成するには、sysdbaとして Oracleデータベースに接続しま
す。

sqlplus / as sysdba
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手順

ステップ 1 表領域を作成します。

（注）

CREATE TABLESPACEコマンドの DATAFILEキーワードは、テーブルスペースのデータファイルを置く場所を

Oracleに指示します。

a) 次のコマンドを入力します。

CREATE TABLESPACEtablespace_nameDATAFILE

'absolute_path_to_oracle_installation\oradata\database_name\datafile.dbf' SIZE 100M AUTOEXTEND

ON NEXT 1M MAXSIZE UNLIMITED LOGGING EXTENT MANAGEMENT LOCAL SEGMENT SPACE MANAGEMENT AUTO;

• tablespace_nameをテーブルスペース名に置き換えます。

• absolute_path_to_oracle_installationをOracleがインストールされている場所の絶対パスに置き換え
ます。 datafile.dbfを含むパス全体は一重引用符で囲みます。

• database_nameを使用するデータベースフォルダの名前に置き換えます。

• datafile.dbfは、この場合は database_nameフォルダの \oradata\の下のフォルダに作成する必要があ
ります。

• datafile.dbfを、作成するデータファイルの名前に置き換えます。

ステップ 2 データベースユーザを作成します。

CREATE USERuser_nameIDENTIFIED BY "new_user's_password" DEFAULT TABLESPACEtablespace_nameTEMPORARY

TABLESPACE "TEMP" QUOTA UNLIMITED ON tablespace_nameACCOUNT UNLOCK;

• user_nameを新しいユーザーのユーザー名に置き換えます。

（注）

コマンド CREATE USERuser_nameは、二重引用符なしではデフォルトで大文字になります、引用符があ

る場合は大文字と小文字が保持されます。

•「new_user's_password」を新しいユーザーのパスワードに置き換えます。

重要

新規ユーザのパスワードを二重引用符で囲むと、変数では大文字と小文字が区別されます。既定では

SQL識別子は大文字と小文字を区別しません。

• tablespace_nameをテーブルスペース名に置き換えます。

ステップ 3 データベースユーザに権限を付与します。

次の例では、スキーマの作成またはアップグレードに必要なパーミッションをデータベースユーザに付与

します。

（注）
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アップグレードの前に、これらの権限が付与されていることを確認する必要があります。これにより、す

べての IM and Presence Serviceは、アップグレード後も通常どおりに動作します。

• GRANT CREATE SESSION TO user_name;

• GRANT CREATE TABLE TO user_name;

• GRANT CREATE PROCEDURE TO user_name;

• GRANT CREATE TRIGGER TOuser_name;

スキーマを作成またはアップグレードした後で、より高度なアクセスコントロールが必要な場合は、次の

権限を取り消すことができます。

（注）

アップグレードする前に、取り消された権限が再度付与されていることを確認してください。

• REVOKE CREATE TABLE FROMuser_name;

• REVOKE CREATE PROCEDURE FROMuser_name;

• REVOKE CREATE TRIGGER FROMuser_name;

（注）

IM and Presence Serviceは、通常の操作で CREATE SESSION権限のみを必要とします。

関連トピック

Oracleドキュメント

新規データベースインスタンスの作成

手順

ステップ 1 コマンド dbca を入力します。

データベース設定アシスタントウィザードが開きます。

ステップ 2 [次へ（Next）]をクリックします。
操作ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [データベースの作成 ]ラジオボタンをクリックしてから [次へ]をクリックします。
[データベーステンプレート ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [汎用またはトランザクション処理 ]ラジオボタンをクリックしてから、[次へ]をクリックします。
[データベース識別 ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 この画面で一意のグローバルデータベース名を入力し、データベースの一意の Oracleシステム識別子
(SID)も入力して、[次へ]をクリックします。

（注）

ステップ 15で必要になるため、この SIDをメモします。

[管理オプション ]ウィンドウが開きます。
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ステップ 6 [Enterprise Manager]タブの下で必須の設定がデフォルトで有効になっていますが、オプションのバック
アップやアラート通知を設定することもできます。 [次へ（Next）]をクリックします。
[データベース資格情報 ]ウィンドウが開きます。

ステップ 7 ウィンドウには、データベースユーザのパスワード認証をセットアップするための 2つのオプションが
あります。いずれかを選択して [次へ]をクリックします。
[データベースファイルの場所 ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 [ストレージタイプ]ドロップダウンリストは、インストールされている Oracleと同じであるべきです。
[ Oracle-Managed Filesを使用する]ラジオボタンをクリックして、[次へ]をクリックします。

（注）

これにより、他のデータベースインスタンスと同じフォルダに新しいデータベースインスタンスが作成

されます。

[復元設定 ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 デフォルト値のままにし、[次へ]をクリックします。
データベースコンテンツウィンドウが表示されます。

ステップ 10 [オプション]サンプルスキーマを有効にする場合はチェックボックスにチェックを入れ、[次へ]をクリッ
クします。

初期化パラメータ ウィンドウが表示されます。

ステップ 11 「メモリ」タブの下では、デフォルト値は4GBのメモリを持つデータベースインスタンス用です。この
値は必要に応じて高く設定することも低く設定することもできます。

（注）

使用メモリ量は高く設定しすぎないでください。他のデータベースインスタンスのメモリが消費される

ためです。

ステップ 12 [文字セット]タブの下で、[ Unicodeを使用する ]ラジオボタンをクリックし、次へをクリックします。
[データベースストレージ ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 13 既定の設定をそのままにして、[次へ]をクリックします。
[オプションの作成 ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 14 [データベースの作成]チェックボックスにチェックを入れ、[終了]をクリックします。

ステップ 15 新しいデータベースインスタンスが作成されたら、次のコマンドを実行して、Unixシステム上で
ORACLE_SID環境変数 (ステップ 5から)を一時的に変更する必要があります。
export ORACLE_SID=new_oracle_db_instance_sid

これにより SIDが変更されるため、SQLを使用してログインすると、古いインスタンスではなく新しい
インスタンスが使用されます。 Oracleデータベースのインストール（17ページ）で同じ手順を繰り返
してください。

これらの手順が完了したら、bashプロファイルをソースするか (古い SIDが bashプロファイル
にあると想定)、エクスポートコマンド (手順 15)を実行しますが、元の値に戻して SIDを元に
戻すことで、環境変数の ORACLE_SIDを変更できます。
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第 5 章

Microsoft SQL Serverのインストール

この章では、Microsoft SQLのインストールと設定について説明します。

•暗号化データベースはサポートされていません（21ページ）
• Microsoft SQL Serverのインストールとセットアップ（21ページ）
• Microsoft SQL Serverのアップグレードに必要なデータベースの移行（26ページ）
• IM and Presenceリリース 11.5 (1)以降からのデータベーススキーマのアップグレード（29
ページ）

暗号化データベースはサポートされていません
IM and Presence Serviceは、Microsoft SQL Serverによる暗号化データベースをサポートしていま
せん。ただし、以下の場合を除きます。

• IM and Presence Serviceは、Message Archiver機能の暗号化されたコンプライアンスデータ
ベースをサポートしています。11.5(x)リリースでは、この機能は11.5(1)SU5以降でサポー
トされます。この機能は 12.0(x)ではサポートされていませんが、12.5(1)ではサポートさ
れています。

Microsoft SQL Serverのインストールとセットアップ

始める前に

•「セキュリティの推奨事項について」セクションで、Microsoft SQLデータベースのセキュ
リティの推奨事項をお読みください。

•サポートされているバージョンについては、外部データベースのセットアップ要件を参照
してください。

• MS SQL Serverのインストールについては、Microsoftのドキュメントを参照してくださ
い。
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XMPP仕様に準拠して、IMおよび Presenceサービスノードは UTF8文字エンコードを使用し
ます。これにより、ノードは多くの言語を同時に使用して動作し、クライアントインターフェ

イスで特殊言語文字を正しく表示できます。ノードでMicrosoft SQLを使用する場合、UTF8
をサポートするように構成する必要があります。

（注）

[Microsoft SQL Server Management Studio]を使ってMS SQL Serverに接続してください。

新規Microsoft SQL Serverデータベースの作成
新しいMicrosoft SQL Serverデータベースを作成するには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 SQLサーバおよびWindows認証を有効にする:

a) 左側ナビゲーションペインでMicrosoft SQL Serverの名前を右クリックして、[プロパティ]をクリック
します。

b) [ SQL ServerおよびWindows認証モードを有効にする]をクリックします。

ステップ 2 左側ナビゲーションペインで [データベース ]を右クリックし、[新しいデータベース]をクリックします。

ステップ 3 データベース名フィールドに適切な名前を入力してください。

ステップ 4 OKをクリックします。左のナビゲーションペインの [データベース]の下に新しい名前が表示されます。

MSSQL名前付きインスタンスの設定
Microsoft SQL Serverブラウザサービスは、名前付きインスタンスへの着信接続について、UDP
ポート 1433でリッスンします。 SQL Serverブラウザサービスは、動的に割り当てられた TCP
ポート番号でクライアントに応答します。この TCPポート番号は、名前付きインスタンスへ
のセッション接続に使用されます。

IM and Presenceは動的ポート割り当てをサポートしていないため、Microsoft SQL Serverインス
タンスが静的 TCPポートを使用するように設定する必要があります。

この手順を使用して、名前付きインスタンスにリスニングポートを静的に割り当てます。

手順

ステップ 1 SQL ServerがインストールされているMicrosoftサーバにログインします。

ステップ 2 [開始] > Microsoft SQL Server > SQL Serverの構成を選択します。
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ステップ 3 SQL Server設定マネージャで、 SQL Serverネットワークの設定 > <named_Instance_name>のプロトコル
を選択し、TCP\IPプロトコル名を選択します。

ステップ 4 名前付きインスタンスの TCP\IPプロパティで、 IPアドレスタブを選択します。構成には、IP1、IP2、
IP3、IP4、IP5、IP6、IPALLなど、複数の IP構成セクションがあります。

ステップ 5 上記で参照された IP構成セクションのそれぞれに対して、以下の手順を実行します。

a) <TCP Dynamic Ports>フィールド中の設定を削除してください。

b) 名前付きインスタンスに使用する TCPポートを選択し、選択したポートで [ TCPポート ]フィールド
を更新します。

c) SQL名前付きインスタンスのファイアウォールルールを追加します。

（注）

IMおよび Presenceで外部データベースを構成する場合、前の手順で定義した値に SQL TCPポートを更新
してください。

新しいログインおよびデータベースユーザの作成

この手順で新規のログインおよびMicrosoft SQLデータベースユーザを作成します。

手順

ステップ 1 左側のナビゲーションで、[セキュリティ >ログイン ]を右クリックし、[新しいログイン]をクリックし
ます。

ステップ 2 ログイン名フィールドに適切な名前を入力してください。

ステップ 3 [ SQL Server認証 ]チェックボックスを選択します。

ステップ 4 [パスワード ]フィールドに新しいパスワードを入力し、[パスワードの確認 ]フィールドでパスワード
を再入力します。

ステップ 5 「パスワードポリシーを強制する」チェックボックスをチェックします。

（注）

パスワードの有効期限を強制するポリシーにチェックが入っていないことを確認してください。このパ

スワードはデータベースに接続するために IMおよび Presenceサービスで使用され、期限切れであって
はなりません。

ステップ 6 この新規ユーザに適用するデータベースを [デフォルトデータベース ]ドロップダウンリストから選択し
ます。

ステップ 7 [ログイン -新規（Login -New）]ウィンドウの左側ナビゲーションペインで、[ユーザーマッピング（User
Mapping）]をクリックします。

ステップ 8 [このログインにマッピングされたユーザ ]のリストで、このユーザを追加するデータベースをチェック
します。
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ステップ 9 「ユーザマッピング」をクリックし、「マップ」列の「このペインにマッピングされたユーザー」ペ

インで、すでに作成したデータベースのチェックボックスをオンにします。

ステップ 10 [サーバの役割]で、[公開役割]チェックボックスのみがオンになっていることを確認します。

ステップ 11 OKをクリックします。 [セキュリティ >ログイン]で新規ユーザが作成されます。

データベースユーザに所有者権限を与える

この手順を使用して、Microsoft SQLデータベースの所有権をデータベースユーザに付与しま
す。

手順

ステップ 1 左側のナビゲーションで、[データベース（Databases）]をクリックしてから、作成したデータベースの名
前をクリックして、[セキュリティ（Security）] > [ユーザー（Users）]をクリックします。

ステップ 2 所有者権限を追加するデータベースユーザの名前を右クリックして、[プロパティ ]をクリックします。

ステップ 3 [データベースユーザ]ペインで、[メンバーシップ ]をクリックします。

ステップ 4 [ロールメンバー（Role Member）]リストで、 db_ownerチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 OKをクリックします。

[オプション]データベースユーザのアクセス制限
データベース所有者としてのデータベースユーザを削除し、Microsoft SQL Serverデータベース
上のデータベースユーザにオプションの制限を適用する場合、この手順を使用します。

IMおよびプレゼンスサービスのアップグレード中にデータベーススキーマのアップグレード
がある場合、データベースユーザはデータベースの所有者権限を持っている必要があります。

注意

始める前に

外部データベースの IM and Presence Serviceを設定する（31ページ）章の手順を実行するこ
とを確認してください。

手順

ステップ 1 ストアドプロシージャを実行するための新しいデータベースロールを作成します:
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a) 左側ナビゲーションペインで、[データベース]をクリックして、新しいデータベースの役割を追加
するデータベースの名前をクリックします。

b) [ロール（Roles）]を右クリックし、[新しいデータベースのロール（New Database Role）]をクリッ
クします。

c) [データベースの役割 ]ウィンドウで [ General ]をクリックします。

d) 役割名フィールドに適切な名前を入力してください。

e) [ Securables]をクリックし、次に [ Search ]をクリックして [ Add Objects ]ウィンドウを開きます。
f) Specific Objectsラジオボタンを選択して、 OKをクリックします。

g) Object Typesをクリックして [ Select Object Types ]ウィンドウを開きます。
h) [オブジェクトの種類の選択（Select Object Types）]ウィンドウで、[ストアドプロシージャ（Stored

procedures）]チェックボックスをオンにし、[OK]をクリックします。これで、[これらのオブジェ
クトタイプを選択する ]ペインにストアドプロシージャが追加されます。

i) [参照]をクリックします。
j) [オブジェクトを参照 ]ウィンドウで次のチェックボックスを選択します:

• [dbo][jabber_store_presence]

• [dbo][ud_register]

• [dbo][ps_get_affiliation]

• [dbo][tc_add_message_clear_old]

• [dbo][wlc_waitlist_update]

k) OKをクリックします。 [選択するオブジェクト名を入力 ]ペインに新しい名前が表示されます。
l) [オブジェクトの選択 ]ウィンドウで、 [OK]をクリックします。

m) [データベースの役割 ]ウィンドウで、セキュラブルズリストの最初のエントリをクリックします。

n) [明示的 ]リストで [エクスキュート ]の [グラント ]チェックボックスをオンにします。

o) セキュリティ保護可能なリスト中のすべてのオブジェクトに対して、手順13と14を繰り返します。
p) OKをクリックします。

新しいデータベースの役割がセキュリティ >役割 >データベースの役割に作成されます。

ステップ 2 データベースユーザのデータベースロールメンバーシップを更新するには:

a) [セキュリティ >ユーザ]から、作成したデータベースユーザを右クリックし、[プロパティ]をクリッ
クします.

b) [データベースユーザ ]ウィンドウの左側のナビゲーションペインから [メンバーシップ ]をクリック
します。

c) ロールメンバーペインで、 db_ownerチェックボックスの選択を解除します。

d) db_datareader、 db_datawriter、および手順 1で作成したデータベースロールのチェックボックスを
選択します。

ステップ 3 OKをクリックします。
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Microsoft SQL Serverのデフォルトリスナポートのセットアップ
SQL Serverデータベースエンジンの既定のリスナポートとして、TCP/IPポート番号を指定し
ます。

手順

ステップ 1 SQL Server構成マネージャで、 SQL Serverネットワーク構成 >プロトコル > TCP/IPをクリックします。
コンソール。

ステップ 2 [ TCP/IPプロパティ ]ダイアログボックスの [IPアドレス]タブで、設定する IPアドレスを右クリックして
プロパティをクリックします。

ステップ 3 [ TCP動的ポート ]ダイアログボックスを確認し、値 0が含まれている場合、0を削除します。これによ
り、データベースエンジンが動的ポートでリッスンするのを防ぐことができます。

ステップ 4 [ IPnのプロパティ ]ペインの [ TCPポート ]でこの IPアドレスがリッスンするポート番号を入力します。

ステップ 5 OKをクリックします。

ステップ 6 [コンソール ]ペインで SQL Serverサービスをクリックします。

ステップ 7 [詳細 ]ペインで [ SQL Server ] (インスタンス名)を右クリックし、その後、[再起動]をクリックします。
Microsoft SQL Serverを停止、再起動します。

MicrosoftSQLServerのアップグレードに必要なデータベー
スの移行

Microsoft SQLサーバーを、IM and Presenceサービスを使用して、外部データベースとしてデ
プロイし、11.5(1)、11.5(1)SU1、または 11.5(1)SU2にアップグレードする場合、新しい SQL
サーバーデータベースを作成して、それを新しいデータベースに移行する必要があります。こ

れは、このリリースで強化されたデータ型のサポートに必要です。データベースを移行しない

場合、既存の SQLサーバーデータベースでスキーマ検証が失敗し、常設チャットなどの外部
データベースに依存するサービスは起動しません。

IMおよび Presence サービスをアップグレードしたら、次の手順で新しい SQL Serverデータ
ベースを作成し、新しいデータベースにデータを移行します。

この移行は、Oracleまたは PostgreSQL外部データベースには必要ありません。（注）

事前準備

データベースの移行は、MSSQL_migrate_script.sqlスクリプトに依存します。Cisco TAC
に連絡してコピーを入手してください。
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表 5 :

タスクステップ

外部Microsoft SQL Serverデータベースのスナップショットを作成します。ステップ 1

新しい (空の) SQL Serverデータベースを作成します。詳細については、『
IM & Presenceサービス用データベース設定ガイド』の次の章を参照してくだ
さい:

1. 「Microsoft SQLのインストールとセットアップ」—アップグレードされ
た IM and Presenceサービスに新しい SQLサーバーデータベースを作成す
る方法の詳細については、この章を参照してください。

2. 「IM and Presenceサービスの外部データベースのセットアップ」—新し
いデータベースが作成されたら、この章を参照して、IM and Presenceサー
ビスの外部データベースとしてデータベースを追加します。

ステップ 2

システムトラブルシューティングを実行して、新しいデータベースにエラー

がないことを確認します。

1. Cisco Unified CM IM and Presence Administrationから、[診断
（Diagnostics）] > [システムトラブルシュータ（System Troubleshooter）]
を選択します。

2. [外部データベースのトラブルシューティング ]セクションでエラーが表
示されないことを確認します。

ステップ 3

すべての IM and Presenceサービスクラスタノードで Cisco XCP Routerを再起
動します。

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）] > [コントロールセンタ
-ネットワークサービス（Control Center - Network Services）]を選択しま
す。

2. [サーバー（Server）]メニューで、IM and Presenceサービスノードを選択
して、[移動（Go）]をクリックします。

3. [IM and Presenceサービス（IM and Presence Services）]の下で、[Cisco
XCPルータ（Cisco XCP Router）]を選択し、[リスタート(Restart)]をク
リックします

ステップ 4
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タスクステップ

外部データベースに依存するサービスをオフにする:

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター
-機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

2. [サーバ]メニューから IM & Presenceノードを選択し、 [実行]をクリック
します。

3. [IM and Presenceサービス（IM and Presence Services）]で、次のサービ
スを選択します。

Cisco XCP Text Conference Manager

Cisco XCPファイル転送マネージャ

Cisco XCP Message Archiver

4. [Stop]をクリックします。

ステップ 5

次のスクリプトを実行して、古いデータベースから新しいデータベース

MSSQL_migrate_script.sqlにデータを移行します。

（注）

Cisco TACに連絡してこのスクリプトのコピーを入手してください

ステップ 6

新しいデータベースにエラーがないことを確認するためにシステムトラブル

シューターを実行します。

1. Cisco Unified CM IM and Presence Administrationから、[診断
（Diagnostics）] > [システムトラブルシュータ（System Troubleshooter）]
を選択します。

2. [外部データベースのトラブルシューティング ]セクションでエラーが表
示されないことを確認します。

ステップ 7
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タスクステップ

前に停止したサービスを開始します。

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター
-機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

2. [サーバ]メニューから IM & Presenceノードを選択し、 [実行]をクリック
します。

3. [ IMおよびプレゼンスサービス]から次のサービスを選択します:

Cisco XCP Text Conference Manager

Cisco XCPファイル転送マネージャ

Cisco XCP Message Archiver

4. [開始]をクリックします。

ステップ 8

外部データベースが実行中で、Cisco Jabberクライアントからすべてのチャッ
トルームが表示されていることを確認します。新しいデータベースが機能し

ていることを確認してから、古いデータベースを削除してください。

ステップ 9

IM and Presenceリリース 11.5 (1)以降からのデータベース
スキーマのアップグレード

IM and Presence Serviceで外部データベースとしてMicrosoft SQLデータベースを展開している
場合、以下のいずれかのシナリオを選択してデータベーススキーマをアップグレードします。

表 6 : MSSQLデータベーススキーマのアップグレードシナリオ

手順シナリオ

MSSQLデータベースのアップグレード方法の詳細について
は、『IM and Presence Serviceデータベースセットアップガイ
ド』の「Microsoft SQL Serverのアップグレードに必要なデー
タベースの移行」の項を参照してください。

これにより、列の種類が textから nvarchar(MAX)に必要な変
更が行われます。

IMおよび Presenceサービス
11.5 (1)、11.5(1)SU1、または
11.5(1)SU2リリースからの
アップグレード
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手順シナリオ

IM and Presenceサービスサーバに接続されたMSSQLデータ
ベースは、IM and Presenceサービスのアップグレード中に自動
的にアップグレードされます。これにより、nvarchar(4000)か
ら nvarchar(MAX)の列の種類に必要な変更が行われます。

（注）

列の種類をnvarchar(4000)として古いデータベースに接続する
ために、何らかの理由でアップグレードを手動でトリガーす

る場合、次のアクションがトリガーされ、列の種類を

nvarchar(MAX)に変更することでデータベースをアップグレー
ドします。

• Cisco XCP Config Managerを再起動した後、Cisco XCP
Routerサービスを再起動する。または

•外部データベースのスキーマ検証中 -データベースをテ
キスト電話会議 (TC)、メッセージアーカイバー (MA)、
またはマネージドファイル転送 (MFT)サービスに指定
し、外部データベース設定を再ロードした場合。ページ

にアクセスしてください。 (Cisco Unified CM IM and
Presenceの管理のユーザインターフェイスからメッセー
ジング >外部サーバのセットアップ >外部データベース
を選択し、[外部データベース設定 ]ページを読み込む
データベースを見つけて選択します。)

IM and Presenceサービス
11.5(1)SU3以降からのアップ
グレード
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第 6 章

外部データベースの IM and Presence Service
を設定する

この章では、外部データベース接続のための IM and Presence Serviceの設定について説明しま
す。

•外部データベースの割り当てについて（31ページ）
• IM and Presence Serviceの外部データベースエントリをセットアップする（32ページ）
•常設チャット用外部データベース高可用性（35ページ）
•メッセージアーカイバのネットワーク遅延（36ページ）
•外部データベース接続の確認（37ページ）
• IMおよびプレゼンスサービスの外部データベース接続ステータスを確認する（38ペー
ジ）

外部データベースの割り当てについて

外部データベースとノードの割り当て

IM and Presence Serviceで外部データベースエントリを設定する場合、次のように外部データ
ベースをクラスター内の 1つまたは複数のノードに指定します。

• Message Archiver (コンプライアンス) —クラスターごとに少なくとも1つの外部データベー
スが必要です。展開の要件に応じて、ノードごとに一意の外部データベースを構成するこ

ともできます。

•常設グループチャット—ノードごとに固有の外部データベースが必要です。クラスター
の各ノードに固有の外部データベースを構成し、割り当てます。

• Managed File Transfer - Cisco XCPファイル転送マネージャーサービスが有効になっている
IM and Presence Serviceクラスター/サブクラスターの各 IM and Presence Serviceノードに対
し、1つの一意の論理外部データベースインスタンスが必要です。
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• IM and Presence Serviceノードに永続的グループチャット、メッセージアーカイバー、管理
ファイル転送の機能を導入する場合、すべてに同じ外部データベースを割り当てること

も、任意の組み合わせを割り当てることも可能です。確認してください。

詳細については、次を参照してください。

• Message Archiver：Cisco Unified Communications Manager上の IM and Presence Serviceのイ

ンスタントメッセージングに準拠。

•常設グループチャット：の設定と管理 Cisco Unified Communications Manager上の IM and

Presence Serviceの設定と管理。

•マネージドファイル転送：Cisco Unified Communications Manager上の IM and Presence Service

の設定と管理。

関連トピック

IM and Presence Serviceの外部データベースエントリをセットアップする（32ページ）
外部データベース接続（32ページ）

外部データベース接続

外部データベースエントリが設定されている場合、IM and Presence Serviceは外部データベース
への接続を確立しません。この時点では、外部データベースはデータベーススキーマを作成し

ていません。 IM and Presenceサービスが外部データベースとの ODBC (Open Database
Connectivity)接続を確立するのは、外部データベースエントリをノードに指定した場合のみで
す。 IM and Presence Serviceが接続を確立すると、外部データベースにより IM and Presence
Service用のデータベーステーブルが作成されます。

外部データベースエントリをノードに指定したら、 Cisco Unified CM IM and Presence Service
管理 ユーザインターフェイスのシステムトラブルシューティングを使用して接続を検証でき

ます。

関連トピック

IM and Presence Serviceの外部データベースエントリをセットアップする（32ページ）
IMおよびプレゼンスサービスの外部データベース接続ステータスを確認する

IM and Presence Serviceの外部データベースエントリを
セットアップする

この構成は、クラスターの IM and Presence Serviceデータベースパブリッシャーノードで実行
します。
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IM and Presence Serviceノードが IPv6を使用して外部データベースサーバに接続する場合は、
エンタープライズパラメータが IPv6用に設定され、展開内の各ノードで Eth0が IPv6用に設
定されていることを確認してください。そうでない場合、外部データベースサーバへの接続は

失敗します。Message Archiverおよび Cisco XCPテキスト電話会議マネージャは外部データ
ベースに接続できず、失敗します。 IM and Presence Service IPv6でを構成する方法については、
「IM and Presence Serviceの設定および管理ガイド」を参照してください。

注意

始める前に

•外部データベースをインストールして構成します。

•外部データベースのホスト名または IPアドレスを取得します。

• Oracleを使用している場合、テーブルスペースの値を取得します。Oracleデータベースの
テーブルスペースが取得できるかを判断するには、sysdbaとして次のクエリを実行しま
す。

SELECT DEFAULT_TABLESPACE FROM DBA_USERS WHERE USERNAME = 'USER_NAME';

小文字でユーザを定義した場合でも、ユーザ名は大文字でなけれ

ばならず、一重引用符 (文字列リテラル)で囲んでおく必要があり
ます。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presence Administration]ユーザーインターフェイスにログインします。 [メッ
セージング（Messaging）] > [外部データベースの設定（External Server Setup）] > [外部データベース
（External Databases）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 tcmadbなど、外部データベースのインストール時に定義したデータベース名を入力します。

ステップ 4 ドロップダウンリストからデータベースの種類を選択します。 Postgres、Oracle、Microsoft SQL Serverの
いずれかを選択します。

ステップ 5 データベースタイプとして Oracleを選択した場合、テーブルスペースの値を入力します。

ステップ 6 外部データベースのインストール時に定義したデータベースユーザ (所有者)のユーザ名を入力します。
例: tcuser

ステップ 7 データベースユーザのパスワードを確認入力します (例: mypassword)。

（注）

外部データベースのパスワードの長さは 30文字以下にする必要があります。
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ステップ 8 外部データベースのホスト名または IPアドレスを入力します。

ステップ 9 外部データベースのポート番号を入力します。

Postgres（5432）、Oracle（1521）、SSL対応 Oracle（2484）、およびMicrosoft SQL Server（1433）のデ
フォルトポート番号が [ポート番号（Port Number）]フィールドに自動入力されます。必要に応じて別
のポート番号を入力することもできます。

ステップ 10 データベースの種類としてOracleまたはMicrosoft SQL Serverを選択した場合は、[SSLの有効化（Enable
SSL）]チェックボックスがアクティブになります。チェックボックスを選択してSSLを有効にします。

（注）

• MSSQLサーバーでは、[厳格な暗号化を強制]オプションまたは [暗号化を強制]オプションが [はい]
に設定されている場合、[SSLを有効化]チェックボックスを IM and Presence Serviceサーバーでオン
にする必要があります。

•データベースタイプとしてMicrosoft SQL Serverを選択した場合、cup-xmpp-trustリスト内のすべて
の証明書がMicrosoft SQL Serverから送信された証明書の検証に使用されるため、証明書名ドロッ
プダウンリストは非アクティブのままになります。

•データベースタイプとしてMicrosoft SQL Serverを選択した場合、ホスト名は SQL Serverにより提示
される証明書の共通名フィールドのエントリと一致する必要があります。

Oracleをデータベースタイプとして選択した場合、[証明書の名前（Certificate Name）]ドロップダウン
メニューがアクティブになります。ドロップダウンリストから証明書を選択します。

（注）

• [SSLを有効にする]チェックボックスまたは [証明書]ドロップダウンフィールドが変更されると、
外部データベースに割り当てられた対応するサービスを再起動する通知が送信されます。Cisco XCP
Message Archiverまたは Cisco XCPテキスト電話会議マネージャのいずれかに関するメッセージが生
成されます。

• SSLを有効にする必要がある証明書は、cup-xmpp-trustストアにアップロードする必要があります。
SSLを有効にする前に、この証明書をアップロードする必要があります。

•証明書が cup-xmpp-trustストアにアップロードされたら、証明書がクラスタのすべてのノードに伝播
されるまで 15分間待つ必要があります。 IM and Presence Service待機しなければ、証明書が伝達さ
れていないノードで SSL接続は失敗します。

•証明書が見つからないか、cup-xmpp-trustストアから削除されている場合は、 IM and Presence Service
Real Time Monitoring Tool (RTMT)でアラーム XCPExternalDatabaseCertificateNotFoundが生成されま
す。

（注）

選択された外部データベースタイプがMicrosoft SQL Serverの場合、アラームは発生しません。

•次の暗号は、Microsoft SQL Serverでテスト済みです。

• TLS_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA256

• TLS_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA
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• TLS_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA256

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

外部データベース接続の確認（37ページ）

常設チャット用外部データベース高可用性
サポートされているバージョンの情報については、『IM and Presence Serviceデータベースセッ
トアップガイド』の「外部データベースのセットアップ要件」の項を参照してください。

図 1 : Oracle高可用性のセットアップ
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メッセージアーカイバのネットワーク遅延
Acrolinx URLは https://ciscoenterprise.acrolinx.cloud

Cisco IM and Presenceサービスで、常設チャット、メッセージアーカイブ、コンプライアンス
ログが有効になっています。低ネットワーク遅延を維持するために、外部データベースサー

バを関連する Cisco IM and Presenceサービスサブクラスターと同じWAN側に配置することを
推奨します。

外部データベースが、関連付けられている Cisco IM and Presenceサービスサブクラスターと同
じWAN側に配置できない場合、以下の考慮事項が展開プロファイルと遅延に関して適用され
ます。

図 2 : WANを介した外部データベースを持つMessage Archiver

メッセージアーカイバの機能は遅延に依存します。往復時間 (RTT)による許容可能なネット
ワーク遅延をモデル化する場合、次のパラメータが適用されます。

• Cisco IM and Presenceサービスあたりのユーザ数

•時間間隔あたりの平均メッセージ数

•アクティブなチャットルーム数

•アクティブなチャットルーム 1室あたりの平均ユーザ数

•時間間隔あたりのアクティブなチャットルームの平均メッセージ数

•ユーザあたりの平均ログイン端末数
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ネットワーク遅延が増加するにつれて、ユーザ数、デバイス数、ユーザ1人当たりのメッセー
ジ数を減らすべきです。

図 3 :最大遅延/RTTのグラフ

最大遅延/RTTの計算

ここで提供されるガイドラインを使用して、最大遅延/RTTを計算します。

ガイドライン

指定の月間アーカイブメッセージ数に対する最大遅延/RTT時間 (ミリ秒)は、次の式を使用し
て計算されます。

Max RTT=8∗10⁷∗TMM⁻⁰·⁸⁶⁷

TMMは月ごとにアーカイブされたメッセージの合計数を表します。

外部データベース接続の確認
install_dir/data/pg_hba.confファイルまたは install_dir/data/postgresql.confファイルの

構成を変更した場合、外部データベースを割り当てた後、次の手順を実行します:

手順

ステップ 1 IMおよびプレゼンスサービスノードの外部データベースの割り当てを解除して再割り当てします。

ステップ 2 Cisco XCP Routerサービスを再起動します。 Cisco Unified IM and Presence Serviceabilityのユーザーイン
ターフェイスにログインします。 [ツール] >コントロールセンター - [ネットワークサービス]を選択して
このサービスを再起動してください。
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関連トピック

PostgreSQLのインストール（11ページ）
Oracleをインストール（17ページ）
Microsoft SQL Serverのインストール（21ページ）

IMおよびプレゼンスサービスの外部データベース接続
ステータスを確認する

IM & Presenceサービスは、外部データベースに関する次の状況情報を提供します:

•データベースの到達可能性— IMおよびプレゼンスサービスが外部データベースに対して
pingを実行できることを確認します。

•データベース接続—IMおよびプレゼンスサービスが外部データベースとのOpenDatabase
Connectivity (ODBC)接続を正常に確立したことを確認します。

•データベーススキーマの確認—外部データベーススキーマが有効であることを確認しま
す。

IM and Presence Serviceノードが IPv6を使用して外部データベースサーバに接続する場合、エ
ンタープライズパラメータが IPv6に設定され、Eth0が IPv6に設定されていることを各ノード
で確認してください。そうしないと、外部データベースサーバへの接続に失敗します。メッ

セージアーカイバー（準拠）とCisco XCPテキスト会議マネージャは外部データベースに接続
できず、失敗します。 IM and Presence Serviceの IPv6設定については、「IM and Presence Service

の設定と管理」を参照してください。 Cisco Unified Communications Manager

注意

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presence Administration]ユーザーインターフェイスにログインします。 [メッ
セージ] [外部サーバのセットアップ] > [外部データベース] >を選択してください。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 表示する外部データベースエントリを選択します。

ステップ 4 [外部データベースの状況]セクションで、外部データベースの各結果エントリの隣にチェックマークがあ
ることを確認します。

ステップ 5 [Cisco Unified CM IM and Presence Administration]ユーザーインターフェイスにログインして、[診断
（Diagnostics）] > [システムトラブルシューティング（System Troubleshooter）]を選択します。

ステップ 6 [外部データベースのトラブルシューティング]セクションの各外部データベース接続エントリのステータ
スのとなりにチェックマークがあることを確認します。
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トラブルシューティングのヒント

•外部データベースへのODBCが失われた場合、 IMおよびプレゼンスサービスはアラーム
を生成します。

• IMおよびプレゼンスサービスがすでに外部データベースに接続されているときに、外部
データベースユーザのパスワードを変更しても、既存の接続には影響しません。 Cisco
XCP Routerサービスが再起動されると、既存の接続が破棄され、新しいパスワードは新し
い接続の作成に使用されます。

ユーザパスワードが外部データベースでのみ変更される場合、外部データベースに依存す

る設定済みの IMおよび Presence機能は、古いユーザパスワードで確立された既存の接続
を使用して引き続き動作します。しかし、この一時的なフェーズは最小限にとどめ、でき

るだけ早く IMおよび Presenceサービスのパスワードも更新する必要があります。

• psqlコマンドを使用して、Postgresデータベース接続の状況を確認することもできます。
このコマンドを実行するには、リモートサポートアカウントから Linuxシェルにログイン
する必要があります。管理者CLIからはアクセスできません。 Postgresデータベースをイ
ンストールした後、ただしデータベースを IM and Presence Serviceノードに指定する前に
次のコマンドを実行してください。

psqlを実行するには、まず次の内容を入力して環境変数を設定す

る必要があります。

$export LD_LIBRARY_PATH=$LD_LIBRARY_PATH:/usr/local/xcp/lib

重要

入力：

$sudo -u xcpuser /usr/local/xcp/bin/psql -Udb_user-hdb_serverdb_name

次に例を示します。

$sudo –u xcpuser /usr/local/xcp/bin/psql –Upostgres-hnode1 tcmadb

•ルートから以下のコマンドを実行することで、Oracleデータベース接続の状況を確認する
ことができます。

export ORACLE_HOME=/usr/lib/oracle/client_1/

export PATH="$ORACLE_HOME/bin:$PATH"

export LD_LIBRARY_PATH="$ORACLE_HOME/lib:$LD_LIBRARY_PATH"

sqlplususername/password@dsn

dsnの値は、 $ORACLE_HOME/network/admin/tnsnames.ora ファイルから取得できます。

•ルートから以下のコマンドを実行することで、Microsoft SQLデータベース接続の状況を
確認することができます。

$sudo -uxcpuser TDSVER=7.3

/usr/local/xcp/bin/tsql-Hmssql_server_hostname-pportnumber-Uusername-Ddatabasename
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•メッセージアーカイバー（準拠）機能を構成し、Cisco XCP Message Archiverサービスが開
始しない場合、または持続的グループチャット機能を構成し、Ciscoテキスト会議マネー
ジャーサービスが開始しない場合は、システム設定トラブルシューターウィンドウの外

部データベーストラブルシューターセクションを確認してください。

•外部データベース接続のステータスが [OK]ではないと表示する場合、接続の詳細が
正しいことを確認し、ネットワークに問題がないこと、そして IM and Presence Service
ノードと外部データベースホスト間に問題がないことを確認します。

•外部データベース接続のステータスがOKであるが、しかし、スキーマ検証のステー
タスがOKではない場合、ノードから外部データベースの割り当てを解除し、再度割
り当てを行います。

•証明書が cup-xmpp-trustストアにアップロードされたら、証明書が IM and Presence Service
クラスタのすべてのノードに伝達されるまで、15分間待機する必要があります。待機し
なければ、証明書が伝達されていないノードで SSL接続は失敗します。

•証明書がないか、cup-xmpp-trustストアから削除されている場合は、
XCPExternalDatabaseCertificateNotFoundのアラームがCisco Unified Communications Manager
リアルタイム監視ツール（RTMT）で発生します。

選択された外部データベースタイプがMicrosoft SQL Serverの場
合、アラームは発生しません。

（注）
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第 7 章

データベーステーブル

この章では、 IMおよびプレゼンスサービスノードをサポートするために、自分のスキーマで
作成される外部データベーステーブルについて説明します。

IMとプレゼンスサービスはデフォルトで外部データベースに 27個のテーブルを生成します
が、現在はこのモジュールで説明されているテーブルのみを使用します。

（注）

外部データベース中のデータを変更する必要がある場合は、変更を行った後にCisco XCPテキ
スト会議マネージャサービスを再起動してください。

（注）

• AFT_LOGテーブル（41ページ）
• TC_ROOMSテーブル（44ページ）
• TC_USERSテーブル（45ページ）
• TC_MESSAGESテーブル（46ページ）
• TC_TIMELOGテーブル（47ページ）
• TC_MSGARCHIVEテーブル（47ページ）
• JMテーブル（48ページ）

AFT_LOGテーブル
AFT_LOGテーブルには、Cisco Unified Communications ManagerIM and Presence Service管理ファ
イル転送機能の使用時に発生するファイル転送に関する情報が含まれます。

Indexes: "aft_log_pkey" PRIMARY KEY, btree (aft_index)

説明Not NullMicrosoft
SQLデー
タ型

Oracleデー
タ型

Postgresデータ
型

列名

トランザクションを識別するシーケンス番号。可bigintNUMBER
(19)

BIGINTAFT_INDEX
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説明Not NullMicrosoft
SQLデー
タ型

Oracleデー
タ型

Postgresデータ
型

列名

ファイルをアップロードまたはダウンロードしたユーザの Jabber ID (JID)です。
この列の内容は、METHOD列の内容によって異なります。

• METHOD列に「POST」と表示されている場合、これはファイルをアッ
プロードしたユーザの JIDです。

• METHOD列に「GET」と表示されている場合、これはファイルをダウン
ロードしたユーザの JIDです。

可Nvarchar
(3071)

VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

JID

ファイル転送の意図された受信者であるユーザ、グループチャット、または永

続的な会議室の JIDです。
可nvarchar

(3071)
VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

TO_JID

この列には、ユーザがファイルをアップロードしたことを示す POST、または
ユーザがファイルをダウンロードしたことを示す GETのいずれかを含めるこ
とができます。

可nvarchar
(63)

VARCHAR2
(63)

VARCHAR
(63)

METHOD

アップロードまたはダウンロードされたファイルのリソース名です。リソース

名は HTTP要求でファイルを識別します。これは、 IM and Presence Serviceに
よって自動生成されます。

可Nvarchar
(511)

VARCHAR2
(511)

VARCHAR
(511)

ファイル名

ユーザがアップロードしたファイルの実際の名前です。可nvarchar
(511)

VARCHAR2
(511)

VARCHAR
(511)

REAL_FILENAME

ファイル拡張子 (jpg、txt、pptx、docxなど)。可nvarchar
(10)

VARCHAR2
(10)

VARCHAR
(10)

ファイルタイプ

ファイルが 1対 1の IM会話中に転送された場合は「IM」です。

ファイルが臨時のグループチャットの会話中に転送された場合は「groupchat」
です。

ファイルが永続的なチャットルームに転送された場合は「persistent」です。

可Nvarchar
(10)

VARCHAR2
(10)

VARCHAR
(10)

CHAT_TYPE

ファイルが保存されているファイルサーバのホスト名または IPアドレスです。可nvarchar
(511)

VARCHAR2
(511)

VARCHAR
(511)

ファイルサーバ

ファイルサーバ上のファイル (ファイル名を含む)への絶対パスです。レポジト
リに保存されるファイル名は一意であり、IM and Presence Serviceによって自動
生成されます。

可nvarchar
(511)

VARCHAR2
(511)

VARCHAR
(511)

ファイルパス

バイト単位でのファイルサイズです。可bigintNUMBER
(19)

BIGINTファイルサイズ

転送されたバイト数。転送中にエラーが発生した場合にのみ、この数は

FILESIZEとは異なります。
可bigintNUMBER

(19)
BIGINTBYTES_

TRANSFERRED

ファイルがアップロードまたはダウンロードされた日時 (UTC)です。可タイムス

タンプ

タイムスタ

ンプ

タイムスタン

プ

TIMESTAMPVALUE

AFT_LOGテーブルのサンプル SQLクエリ
このセクションには、特定の情報を抽出するためにAFT_LOGテーブルで実行できるサンプル
SQLクエリが含まれています。
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アップロードされたすべてのファイル

次のSQLクエリは、マネージドファイル転送機能を使用してアップロードされたすべてのファ
イルと画面キャプチャのレコードを返します。

SELECT file_path

FROM aft_log

WHERE method = 'Post';

特定の受信者にアップロードされたすべてのファイル

次のSQLクエリは、ユーザが管理ファイル転送機能を使用してアップロードしたすべてのファ
イルと画面キャプチャの記録を返します。 <userid>

ダウンロードされたファイルの記録および画面キャプチャの場合、[ to_jid ]フィールドのデー
タは含まれません。

（注）

SELECT file_path

FROM aft_log

WHERE to_jid = '<userid>@<domain>';

特定の送信者がアップロードしたすべてのファイル

次のSQLクエリは、ユーザが管理ファイル転送機能を使用してアップロードしたすべてのファ
イルと画面キャプチャの記録を返します。 <userid>

SELECT file_path

FROM aft_log

WHERE jid LIKE '<userid>@<domain>%' AND method = 'Post';

特定のユーザがダウンロードしたすべてのファイル

次の SQLクエリは、ユーザー <userid>が管理ファイル転送機能を使用してダウンロードした
すべてのファイルと画面キャプチャの記録を返します。

SELECT file_path

FROM aft_log

WHERE jid LIKE '<userid>@<domain>%' AND method = 'Get';

IM会話中にアップロードおよびダウンロードされたすべてのファイル

次のSQLクエリは、管理対象ファイル転送機能を使用して IM会話でアップロードおよびダウ
ンロードされたすべてのファイルと画面キャプチャの記録を返します。

SELECT file_path
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FROM aft_log

WHERE chat_type = 'im';

特定の時間後に特定のユーザによりアップロードされたすべてのファイル

次の SQLクエリは、ユーザー <userid>が管理ファイル転送機能を使用して一定時間後にアッ
プロードしたすべてのファイルと画面キャプチャの記録を返します。

SELECT file_path

FROM aft_log

WHERE jid LIKE '<userid>@<domain>%' AND method = 'Post' AND timestampvalue > '2014-12-18

11:58:39';

AFT_LOGテーブルの SQLクエリのサンプル出力

これらのクエリからの出力例は次のようになります。

/opt/mftFileStore/node_1/files/im/20140811/15/file_name1

/opt/mftFileStore/node_1/files/im/20140811/15/file_name2

/opt/mftFileStore/node_1/files/im/20140811/15/file_name3

/opt/mftFileStore/node_1/files/im/20140811/15/file_name4

...

/opt/mftFileStore/node_1/files/im/20140811/15/file_name99

/opt/mftFileStore/node_1/files/im/20140811/15/file_name100

出力を使用した外部ファイルサーバのクリーンアップ

この出力を rmコマンドで使用して、外部ファイルサーバから不要なファイルを削除すること
ができます。例えば、以下のコマンドを外部ファイルサーバ上で実行することができます:

rm /opt/mftFileStore/Node_1/files/im/20140811/15/file_name1

rm /opt/mftFileStore/Node_1/files/im/20140811/15/file_name2

rm /opt/mftFileStore/node_1/files/im/20140811/15/file_name3

（以下、同様）

TC_ROOMSテーブル
TC_ROOMSテーブルには、グループチャットルームの情報が含まれます。
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説明Not
Null

Microsoft SQL
データ型

Oracleデータ型Postgresデータ
型

列名

会議室の IDです。可Nvarchar (3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

ROOM_JID

ルームを作成したユーザの IDです。可Nvarchar (3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

CREATOR_JID

会議室の現在の件名です。可Nvarchar (255)VARCHAR2
(255)

VARCHAR
(255)

件名

制約 'check_type'です。この値は、「アドホック」また
は「固定のいずれかでなければなりません」。

可nvarchar (32)VARCHAR2
(32)

VARCHAR (32)タイプ

前回会議室が構成された時点からのパケット。この情

報により、会議室が再作成されるとき (例えば、開始
時)、会議室を再構成することができます。

可nvarchar
(MAX)

CLOBTEXTCONFIG

前回会議室の件名が設定された時の全パケット。この

情報により、会議室が再作成されたときに会議室の件名

を表示できるようになります。

可nvarchar
(MAX)

CLOBテキストSPACKET

TC_MSGARCHIVEテーブルのMSG_IDカラムに入力す
るシーケンス番号です。

この値を変更しないでください。

可bigintNUMBER (19)BIGINTSTART_MSG_ID

TC_MSGARCHIVEテーブルのMSG_IDカラムに入力す
るシーケンス番号です。

この値を変更しないでください。

可bigintNUMBER (19)BIGINTNEXT_MSG_ID

TC_USERSテーブル
TC_USERSテーブルには、グループチャットルームのユーザに関連する役割、所属、代替名、
およびその他のデータが含まれます。

説明Not NullMicrosoft SQL
データ型

Oracleデータ型Postgresデータ
型

列名

会議室の IDです。可nvarchar (3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

ROOM_JID

会議室にいるユーザの ID。この値はユーザの代替名で
はなく、実際の IDです。

可nvarchar (3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

REAL_JID
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説明Not NullMicrosoft SQL
データ型

Oracleデータ型Postgresデータ
型

列名

ユーザーの部屋での役割。この値は、次のいずれか1つ
に制限されます:「なし」、「非表示」、「訪問者」、
「参加者」、または「進行係」。

可Nvarchar (32)VARCHAR2 (32)VARCHAR (32)役割

会議室のユーザの所属です。この値は、次のいずれか

1つに制限されます:「なし」、「追放者」、「メン
バー」、「管理者」、または「所有者」です。

可nvarchar (32)VARCHAR2 (32)VARCHAR (32)アフィリエーション

会議室の IDとユーザの別名を加えます。形式は
room@tc-server/nickです。

可Nvarchar (3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

NICK_JID

ユーザの所属が最後に変更されたときに入力された理

由です。

可Nvarchar (255)VARCHAR2
(255)

VARCHAR (255)REASON

構成の変更が行われた会議室の IDです。可nvarchar (3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

INITIATOR_JID

TC_MESSAGESテーブル
TC_MESSAGESテーブルには、グループチャットルームで送信されたメッセージが含まれま
す。

説明Not NullMicrosoft
SQLデータ
型

Oracleデータ型Postgresデータ
型

列名

メッセージの IDです。MSG_IDは各メッセージのチャッ
トルームの一意の識別子です。グローバルに一意ではあ

りません。

可bigintNUMBER (19)BIGINTMSG_ID

メッセージが送信された会議室の IDです。可nvarchar
(3071)

VARCHAR
(3071)

VARCHAR
(3071)

ROOM_JID

メッセージが送信された日時です。可datetimeタイムスタンプタイムスタンプスタンプ

メッセージ全体。対応nvarchar
(MAX)

CLOBTEXTMSG
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TC_TIMELOGテーブル
TC_TIMELOGテーブルには、ユーザが特定のグループチャットルームに入室および退室した
時間が含まれます。このテーブルは他の TCテーブルと組み合わせて使用され、グループ
チャットの会話を再現し、どのユーザが会話を参照したかを判断できます。

説明Not NullMicrosoft SQL
データ型

Oracleデータ型Postgresデータ
型

列名

会議室に入室または退室するユーザの IDです。可nvarchar
(3071)

VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

REAL_JID

会議室の IDとユーザの別名を加えます。形式は
room@tc-server/nickです。

可Nvarchar
(3071)

VARCHAR2
(3071)

VARCHAR
(3071)

NICK_JID

ユーザが部屋に入室 (E)または退室 (L)したかを示し
ます。「E」および「L」の値に制限されます。

可Nvarchar (1)VARCHAR2 (1)VARCHAR (1)DIRECTION

ユーザが会議室に入室または退室した日時。IMPサー
バからの UTC形式。

可datetimeタイムスタンプタイムスタンプスタンプ

TC_MSGARCHIVEテーブル
TC_MSGARCHIVEテーブルには、グループチャットルームのメッセージと関連情報が保存さ
れます。

IM and Presence Serviceでグループチャットをオンにした場合、このテーブルにすべてのメッ
セージがアーカイブされます。Cisco Unified CM IM and Presence管理画面でオプション [すべ
ての会議室のメッセージをアーカイブする]を選択します。「メッセージング」「会議および
常設チャット>」を選択します。グループチャット機能の詳細は、Cisco Unified Communications

Managerの IMとプレゼンスサービスの設定と管理を参照してください。

（注）

説明Not NullMicrosoft SQL
データ型

Oracleデータ型Postgresデータ型列名

メッセージの一意の識別子です。可bigintNUMBER (19)BIGINTMSG_ID

メッセージを受信した会議室の IDです。可nvarchar (3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR (3071)TO_JID

メッセージを送信したユーザの IDです。可Nvarchar (3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR (3071)FROM_JID
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説明Not NullMicrosoft SQL
データ型

Oracleデータ型Postgresデータ型列名

会議室の IDと送信者の代替名。例:

room@conference.exmpl.com/nick

可Nvarchar (3071)VARCHAR2
(3071)

VARCHAR (3071)NICK_JID

メッセージが送信された日付です。 IMPサーバか
らの UTC形式。

可datetimeタイムスタンプタイムスタンプSENT_DATE

メッセージの type属性の最初の文字。可能な値
は、「c」 (チャット)、「n」 (ノーマル)、「g」
(グループチャット)、「h」 (見出し)、および「e」
(エラー)。

可nvarchar (1)VARCHAR2 (1)VARCHAR (1)MSG_TYPE

メッセージ本文の長さ (文字数)です。可intNUMBER (9)INTBODY_LEN

件名と本文を含めたメッセージの文字数です。可intNUMBER (9)INTMESSAGE_LEN

メッセージ本文です。不可nvarchar (4000)VARCHAR2
(4000)

VARCHAR (4000)BODY_STRING

生のパケット全体。不可Nvarchar (4000)VARCHAR2
(4000)

VARCHAR (4000)MESSAGE_ STRING

メッセージ本文が4000文字を超える場合、本文は
BODY_STRINGフィールドではなく、このフィー
ルドに保存されます。

不可nvarchar (MAX)CLOBテキストBODY_TEXT

Rawパケット全体が 4000文字を超える場合、
MESSAGE_STRINGカラムではなく、このカラム
に保存されます。

不可nvarchar (MAX)CLOBテキストMESSAGE_TEXT

会議室の現在の件名です。未対応Nvarchar (255)VARCHAR2
(255)

VARCHAR (255)件名

JMテーブル
JMテーブルは、メッセージアーカイバーコンポーネントの会話と関連情報を保存します。
メッセージアーカイバコンポーネントは、IM and Presence Serviceでネイティブなコンプライ
アンス機能を提供します。

説明Not NullMicrosoft SQL
データ型

Oracleデータ型Postgresデータ型列名

アーカイブされているメッセージを送信して

いるユーザの Jabber ID（JID）です。
可Nvarchar

(3071)
VARCHAR2
(3071)

VARCHAR (3071)TO_JID
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説明Not NullMicrosoft SQL
データ型

Oracleデータ型Postgresデータ型列名

アーカイブされるメッセージを受け取るユー

ザの JIDです。
可Nvarchar

(3071)
VARCHAR2
(3071)

VARCHAR (3071)FROM_JID

メッセージが送信された日付です。 IMPサー
バからの UTC形式。

可datetimeタイムスタンプタイムスタンプSENT_DATE

アーカイブされているメッセージの件名で

す。

不可nvarchar (128)VARCHAR2
(128)

VARCHAR (128)SUBJECT

アーカイブされているメッセージのスレッド

IDです。メッセージスレッドが開始される
と、IMクライアントは値を提供し、スレッ
ドのすべての関連メッセージはこの値を使用

します。これらの値は一意であり、関連する

アーカイブメッセージのグループを識別する

必要があります。

不可Nvarchar
(128)

VARCHAR2
(128)

VARCHAR (128)THREAD_ID

メッセージの type属性の最初の文字です。
値は次のいずれかになります。

•「c」—チャット

•「n」—通常

•「g」—グループチャット

•「h」—見出し

•「e」—エラー

可nvarchar (1)VARCHAR2 (1)VARCHAR (1)MSG_TYPE

メッセージが「O」—発信か、「I」—着信
かを示します。同じサーバを使用するユーザ

間でメッセージが送信されると、発信と着信

の 2回ログに記録されます。

可nvarchar (1)VARCHAR2 (1)VARCHAR (1)方向

メッセージ本文の文字数です。可intNUMBER (9)INTBODY_LEN

件名と本文を含めて、メッセージの文字数で

す。

可intNUMBER (9)INTMESSAGE_LEN

メッセージ本文です。不可nvarchar
(4000)

VARCHAR2
(4000)

VARCHAR (4000)BODY_STRING

生のパケット全体。不可Nvarchar
(4000)

VARCHAR2
(4000)

VARCHAR (4000)MESSAGE_ STRING
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説明Not NullMicrosoft SQL
データ型

Oracleデータ型Postgresデータ型列名

メッセージ本文が 4000文字を超える場合、
本文はBODY_STRINGフィールドではなく、
このフィールドに保存されます。

不可nvarchar
(MAX)

CLOBテキストBODY_TEXT

Rawパケット全体が4000文字を超える場合、
それはMESSAGE_STRINGフィールドではな
く、このフィールドに保存されます。

不可nvarchar
(MAX)

テキストテキストMESSAGE_TEXT

既存の会議室への入室時、会議室の履歴メッ

セージが新しい参加者に送信される際に使用

されます。これにより、会議室に積極的に参

加している間に受信したメッセージと履歴

プッシュの一部として受信したメッセージを

区別できます。後者のメッセージタイプに

は、データベース内で HISTORY_FLAG=
「H」のフラグが付けられます。そうでない
場合、この列には「Nがセットされます。」

可Nvarchar (1)VARCHAR2 (1)VARCHAR (1)HISTORY_FLAG

JMテーブルのサンプル SQLクエリ
このセクションには、特定の情報を抽出するために JMテーブルで実行できるいくつかのサン
プル SQLクエリが含まれています。次のクエリはテーブルからすべての列を選択しますが、
どの情報を SQLクエリに含めるかについて、より選択的にすることができます。

特定のユーザが送信したすべてのインスタントメッセージ

次の SQLクエリは、特定のユーザによって送信されたすべてのインスタントメッセージを返
します:

SELECT to_jid, sent_date, subject, thread_id, msg_type, direction, body_len, message_len,

body_string、message_string、body_text、message_text、history_flag

FROM jm

WHERE from_jid like 'bob@cisco.com%';

特定のユーザが受信したすべてのインスタントメッセージ

次の SQLクエリは、特定のユーザが受信したすべてのインスタントメッセージを返します:

SELECT from_jid, sent_date, subject, thread_id, msg_type, direction, body_len,

Message_len、body_string、message_string、body_text、message_text、history_flag

FROM jm

WHERE to_jid like 'bob@cisco.com%';
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特定の単語を含むすべてのインスタントメッセージ

次の SQLクエリは、特定の単語を含むすべてのインスタントメッセージを返します:

SELECT to_jid, from_jid, sent_date, subject, thread_id, msg_type, direction, body_len,

message_len, body_string, message_string, body_text, message_text, history_flag

FROM jm

WHERE LOWER(body_string) like LOWER('%hello%');

特定の日付のすべてのインスタントメッセージ会話とチャットルーム

次のSQLクエリは、特定の日付からのすべてのインスタントメッセージ、会話、およびチャッ
トルームを返します:

SELECT to_jid, from_jid, sent_date, subject, thread_id, msg_type, direction, body_len,

message_len, body_string, message_string, body_text, message_text, history_flag

FROM jm

WHERE CAST(sent_date AS Character(32)) like '2011-01-31%';
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第 8 章

データベース管理

•外部データベースクリーンアップユーティリティ（53ページ）
•外部データベースのマージ（57ページ）
•常設チャットルームを外部データベース間で移行する（59ページ）

外部データベースクリーンアップユーティリティ
外部データベースクリーンアップユーティリティを使用すると、管理者は外部データベースの

増大を容易に管理し、システムが最適なレベルで実行を継続できるようにします。このユー

ティリティでは、外部データベースを継続的に監視し、古いレコードが期限切れになると自動

的に削除するジョブを作成できます。これにより、外部データベースに十分なスペースが確保

され、システムパフォーマンスが未確認のデータベース増大による影響を受けないようになり

ます。

外部データベースクリーンアップユーティリティはチャットメッセージの記録を削除できます

が、永続的なチャットルームの記録全体を削除することはできません。

（注）

外部データベースクリーンアップユーティリティを使用すると、以下の IM and Presence Service
機能の外部データベースの増大を管理できます。これらの機能はそれぞれ外部データベースに

依存します。

•常設チャットの高可用性

•マネージドファイル転送

•メッセージアーカイバ

連携動作

以下のインタラクションが適用されます。

•データベースから削除されたレコードは保存されずに削除されます。

•データベースクリーンアップユーティリティはオフラインモードで実行できます。
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•保持期間のクラスタ全体の設定を上書きする、永続的なチャットルーム設定オプションが
提供されます。これにより、チャットルームの所有者は制御された範囲内で設定をカス

タマイズできます。これは、このメニューオプションを有効にするための Cisco Jabberク
ライアントの変更によって異なります。

ストアドプロシージャ

外部データベースクリーンアップユーティリティは、以下のストアドプロシージャを使用して

レコードを削除します。

• tc_msgarchive_auto_cleanup

• tc_timelog_auto_cleanup

• aft_log_auto_cleanup

• im_auto_cleanup

外部データベースのクリーンアップユーティリティを実行する [15SU2
までのリリース]

この手順を使用して、External Database Cleanup Utilityを実行して、期限切れのレコードを外部
データベースから削除します。手動クリーンアップを実行してデータベースから1回限りのレ
コードの削除を完了することも、外部データベースから自動的にレコードを監視および削除す

るようにシステムを構成することもできます。

手順

ステップ 1 データベースパブリッシャノードで Cisco Unified CM IM and Presence Administrationにログインします。

ステップ 2 [メッセージング（Messaging）] > [外部サーバーの設定（External Server Setup）] > [外部データベースジョ
ブ（External Databases Jobs）]を選択します。

ステップ 3 外部 DBを消去しますをクリックします。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

•パブリッシャノードに接続する外部データベースを手動でクリーンアップするには、[同じカップノー
ド（Same Cup Node）]を選択します。

•サブスクライバノードに接続する外部データベースを手動でクリーンアップするには、[その他のカッ
プノード（Other Cup Node）]を選択してから、外部データベースの詳細を選択します。

•外部データベースを自動的に監視および消去するようにシステムを設定している場合は、自動クリー
ンアップラジオボタンをチェックします。

（注）

自動クリーンアップを設定する前に手動クリーンアップを実行することをお勧めします。
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ステップ 5 ファイル削除のために戻りたい日数を設定します。たとえば、90と入力すると、システムは 90日以上経
過したレコードを削除します。

ステップ 6 スキーマを更新をクリックしてデータベースのインデックスとストアドプロシージャを作成します。

（注）

スキーマを更新する必要があるのは、ジョブを初めて実行したときだけです。

ステップ 7 ファイル削除のために戻りたい日数を設定します。たとえば、90と入力すると、システムは 90日以上経
過したレコードを削除します。

ステップ 8 機能テーブルセクションで、レコードをクリーンアップするための各機能を選択します。

•テキスト会議（TC） -常設チャット機能のデータベーステーブルを消去するには、このオプションを
選択します。

•メッセージアーカイバ（MA） - Message Archiver機能のデータベーステーブルを消去するには、この
オプションを選択します。

•マネージドファイル転送（MFT） -マネージドファイル転送機能のデータベーステーブルを消去する
には、このオプションを選択します

ステップ 9 [クリーンアップジョブを送信（Submit Clean-up Job）]をクリックします。

（注）

[自動（Automatic）]オプションが有効になっていて、それを無効にする場合は、[自動クリーンアップジョ
ブの無効化（Disable Automatic Clean-up Job）]ボタンをクリックします。

次のタスク

手動クリーンアップを実行したばかりの場合は、手順を繰り返して [自動クリーンアップレ
コードを自動的に監視および削除するようにユーティリティを設定します。

外部データベースクリーンアップユーティリティを実行する [リリー
ス 15SU2以降]

この手順を使用して、External Database Cleanup Utilityを実行して、期限切れのレコードを外部
データベースから削除します。手動クリーンアップを実行してデータベースから1回限りのレ
コードの削除を完了することも、外部データベースから自動的にレコードを監視および削除す

るようにシステムを構成することもできます。

手順

ステップ 1 データベースパブリッシャノードで Cisco Unified CM IM and Presence Administrationにログインします。

ステップ 2 [メッセージング（Messaging）] > [外部サーバーの設定（External Server Setup）] > [外部データベースジョ
ブ（External Databases Jobs）]を選択します。
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ステップ 3 [外部データベースクリーンアップジョブ ]を選択し、[クリーンアップジョブの追加]をクリックします。

ステップ 4 [外部データベースクリーンアップメソッド（External Database Clean-up Method）]ウィンドウで、[手動
クリーンアップ（Manual Clean-up）]または [自動クリーンアップ（Automatic Clean-up）]のいずれかを
選択します。

a) 手動のクリーンアップジョブを開始するには、[手動クリーンアップ ]ラジオボタンをチェックしま
す。

次のいずれかを選択します。

•パブリッシャノードに接続する外部データベースを手動でクリーンアップする場合は、[同じ IM
and Presenceノード（Same IM and Presence Node）]を選択します。

•登録者ノードに接続する外部データベースを手動でクリーンアップするには、[他の IMandPresence
ノード] を選択してから、外部データベースの詳細を選択します。

b) 外部データベースを自動的に監視およびクリーンアップするようにシステムを設定するには、[自動ク
リーンアップ ]ラジオボタンをチェックします。

自動クリーンアップを設定する前に手動クリーンアップを実行することをお勧めします。

ステップ 5 ファイル削除のために戻りたい日数を設定します。たとえば、90と入力すると、システムは 90日以上経
過したレコードを削除します。

ステップ 6 機能テーブルセクションで、レコードをクリーンアップするための各機能を選択します。

•テキスト会議（TC） -常設チャット機能のデータベーステーブルを消去するには、このオプションを
選択します。

•メッセージアーカイバ（MA） - Message Archiver機能のデータベーステーブルを消去するには、この
オプションを選択します。

•マネージドファイル転送（MFT） -マネージドファイル転送機能のデータベーステーブルを消去する
には、このオプションを選択します

ステップ 7 [クリーンアップジョブを送信（Submit Clean-up Job）]をクリックします。

次のタスク

手動クリーンアップを実行したばかりの場合は、手順を繰り返して [自動クリーンアップレ
コードを自動的に監視および削除するようにユーティリティを設定します。

外部データベースクリーンアップユーティリティのトラブルシュー

ティング

外部データベースユーティリティで問題が発生した場合:

•データベースパブリッシャノードが外部データベースに接続でき、データベースがプロ
ビジョニングされていることを確認してください。データベースパブリッシャノードでこ
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れを確認するには、メッセージング >外部サーバセットアップ > 外部データベース >
外部 DB設定を選択します。

• PostgreSQLデータベースについては、IM and Presenceデータベースパブリッシャノード
が他のすべての設定済み外部データベースへのフルアクセス権限を持っていることを確認

してください。

外部データベースクリーンアップツールのログは、管理ログから入手できます:
/var/log/active/tomcat/logs/cupadmin/log4j/

外部データベースのマージ
外部データベースをマージするには、以下の手順を使用します。

Microsoft SQLデータベースに関しては、外部データベースのマージはサポートされていませ
ん。

（注）

これはオプションです。 11.5 (1)より前のリリースからアップグレードし、冗長性を管理する
ために複数の外部データベースが使用されていた場合は、外部データベースマージツールを使

用して外部データベースを単一のデータベースにマージします。

例

11.5 (1)より前のリリースからアップグレードした場合で、各常設チャットノードを別々の外部
データベースインスタンスに接続するように常設チャットを設定した場合は、この手順を使用

してサブクラスタ内の2つのデータベースを両方のノードに接続する単一データベースにマー
ジします。

始める前に

• 2つのソースおよび対象データベースが、プレゼンス冗長グループの各 IM and Presence
Serviceノードに正しく割り当てられていることを確認します。これにより両方のスキー
マが有効であることが確認されます。

•対象データベースのテーブルスペースをバックアップします。

•対象データベース上に、新しくマージされたデータベースが十分に収まる領域があること
を確認します。

•ソースデータベースと対象データベース用に作成されたデータベースユーザに、次のコ
マンドを実行する権限があることを確認します。

• CREATE TABLE

• CREATE PUBLIC DATABASE LINK
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•データベースユーザにこれらの権限がない場合は、次のコマンドを使用して付与すること
ができます。

• PostgreSQL：

CREATE EXTENTION：dblinkを作成し、スーパーユーザ権限または dbowner権限を要求
します。その後、次のコマンドを実行して dblinkの EXECUTE権限を付与します。

GRANT EXECUTE ON FUNCTION DBLINK_CONNECT(text) to <user>

GRANT EXECUTE ON FUNCTION DBLINK_CONNECT(text,text) to <user>

• Oracle：

GRANT CREATE TABLE TO <user_name>;

GRANT CREATE PUBLIC DATABASE LINK TO <user_name>;

• PostgreSQL外部データベースを使用している場合は、pg_hba.confファイルに次のアクセ
スが設定されていることを確認してください。

• IM and Presenceパブリッシャノードには、各外部データベースへのフルアクセス権が
必要です。

•外部 PostgreSQLデータベースは、各データベースインスタンスへのフルアクセス権
を持っている必要があります。たとえば、外部データベースが 192.168.10.1で設定さ
れている場合、各データベースインスタンスは pg_hba.confファイルで次のように設
定する必要があります。host dbName ユーザ名�192.168.10.0 / 24 パスワード。

手順

ステップ 1 IM and Presence Serviceパブリッシャノード上の Cisco Unified CM IM and Presence Administrationにログ
インします。

ステップ 2 プレゼンス冗長グループの各 IM and Presence Serviceノードの [システム（System）] > [サービス
（Services）]ウィンドウで Cisco XCP Text Conference Serviceを停止します。

ステップ 3 [メッセージング（Messaging）] > [外部データベースの設定（External Server Setup）] > [外部データベー
スジョブ（External Database Jobs）]をクリックします。

ステップ 4 （注）

この手順は、リリース 15SU2以降に適用されます。

[外部データベースのマージジョブ]ラジオボタンをクリックします。

ステップ 5 マージジョブのリストを表示するには、[検索（Search）]をクリックします。新しいジョブを追加する
には、[マージジョブの追加（Add Merge Job）]を選択します。

ステップ 6 [外部データベースのマージ（Merging External Databases）]ウィンドウで、次の情報を入力します。

• [データベースタイプ（Database Type）]ドロップダウンリストから [Oracle]または [Postgres]を選
択します。
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•マージされたデータを含む 2つのソースデータベースと対象データベースの IPアドレスとホスト名
を選択します。

[データベースタイプ（Database Type）]に [Oracle]を選択した場合、テーブルスペース名とデータベー
ス名を入力します。[データベースタイプ（Database Type）]に [Postgres]を選択した場合、データベー
ス名を指定します。

例

常設チャットルームにマッピングされている、現在使用中の外部データベースとして、DB1を選択しま
す。

データをマージするための外部データベースとして、DB2を選択します。DB2データベースは空にする
べきではなく、基準MINVALUE(1)を満たす常設チャットルームが少なくとも 1つ必要です。

マージ後、ソースデータベース DB1と宛先データベース DB2のデータは、宛先データベース DB2に保
存されます。また、DB1と DB2には固有データがあります。

ステップ 7 [Featureテーブル（Feature Tables）]ペインで、[Text Conference（TC）]チェックボックスがデフォルトで
オンになっています。現在のリリースでは、その他の選択肢はありません。

ステップ 8 [選択したテーブルの検証（Validate Selected Tables）]をクリックします。

（注）

Cisco XCP Text Conferenceサービスが停止していなければ、エラーメッセージが表示されます。サービ
スが停止していれば、検証は完了します。

ステップ 9 [検証の詳細（Validation Details）]ペインにエラーがなければ、[選択したテーブルをマージ（Merge Selected
Tables）]をクリックします。

ステップ 10 マージが正常に完了したら、[外部データベースの検索と一覧表示（Find And List External Database Jobs）]
ウィンドウがロードされます。ウィンドウを更新し、新しいジョブを表示するには、[検索（Find）]を
クリックします。

ウィンドウを更新し、新しいジョブを表示するには、[検索（Find）]をクリックします。

詳細を表示するには、ジョブの [ID]をクリックします。

ステップ 11 Cisco XCP Routerサービスを再起動します。

ステップ 12 両方の IM and Presence Serviceノードで Cisco XCP Text Conference Serviceを開始します。

ステップ 13 新しくマージされた外部データベース（対象データベース）をプレゼンス冗長グループに再割り当てす

る必要があります

常設チャットルームを外部データベース間で移行する
IMおよび Presenceノードを変更することなく、すべての永続的なチャットルームを既存の外
部データベースから同じタイプまたは異なるタイプの新しいデータベースに移動できます。こ

れにより、すべての永続的なチャットルームをあるデータベースから別のデータベースに移行
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することができます。例えば、OracleからOracle、OracleからMSSQL、MSSQLからPostgreSQL
などのように、移行することができます。

このコンテキストで、新しいデータベースが、常設チャット、メッセージアーカイバー、

Managed File Transferなどの IM and Presenceサービスに接続されると、サービスはまず IM and
Presenceスキーマがデータベースに存在するかどうかを確認します。スキーマが存在する場
合、それを再利用します。ただし、新しいスキーマは、データベースに必要な IM and Presence
スキーマがない場合にのみ作成されます。

データ移行後、アプリケーションへの管理者ログインまたは新しく構成された外部データベー

スのバックエンドを通じて、テーブルに対してそれぞれの selectステートメントを実行するこ
とにより確認できます。

データベースの変更に必要な特定のレベルのアクセス権はありません。（注）

以下の手順では、永続的なチャットルームを Oracleから PostgreSQLに移行することが例とし
て考えられます。この手順で言及されているデータのインポート/エクスポートに使用される
ツールは例にすぎません。この目的のために任意のツールを選択することができます。

始める前に

IMおよび Presenceノードで新しい外部データベースをセットアップして構成する必要があり
ます。詳細は IM and Presence Serviceの外部データベースエントリをセットアップする（32
ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 IM and Presenceノード上の既存の外部データベースから常設チャットルームをエクスポートします。

ステップ 2 新しいデータベースにデータをインポートします。

ステップ 3 構成済みの外部データベースエントリをそれぞれの IM and Presenceノードに割り当てます。

ステップ 4 次のプレゼンスサービス (XCP Router、テキスト会議マネージャー、Message Archiverなど)を再起動してく
ださい。

ステップ 5 サービスを再起動した後で確認するには、Cisco Jabberにログインして、チャットルームが利用可能かどう
かを確認します。

シナリオ例

さまざまな外部データベース間の常設チャットルームの移行方法を明確にするために、以下の手順が含ま

れています。 Oracle、PostgreSQL、MSSQLなどのさまざまなデータベースタイプ間で Cisco Jabberの常設
チャットルームを移行することを検討しました。これらの手順で言及されているデータのインポート/エク
スポートに使用されるツールは、例にすぎません。しかし、この目的のために任意のツールを選択するこ

とができます。

•常設チャットルームを Oracleから PostgreSQLに移行する（61ページ）
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•常設チャットルームを OracleからMSSQLに移行する（62ページ）

• 2つの Oracleデータベース間での常設チャットルームの移行（64ページ）

•常設チャットルームをMSSQLから PostgreSQLに移行する（65ページ）

•常設チャットルームをMSSQLから Oracleに移行する（67ページ）

• 2つのMSSQLデータベース間での常設チャットルームの移行（68ページ）

常設チャットルームを Oracleから PostgreSQLに移行する
以下の手順は、現在 Oracleデータベースに接続されている Jabberで作成された常設チャット
ルームを、同じ IM and Presenceノードの外部データベースとして設定された新しく作成された
PostgreSQLデータベースに移行する方法を示しています。

始める前に

•常設チャットルームは Jabberで利用できます。

•環境内に新しい外部データベース (この場合は PostgreSQL)が設定されました。

•マシンにデータベース移行ツールがインストールされていることを確認してください。例
えば、 Oracle SQL Developer（Oracleからデータをエクスポートするため）や、 Table
Plusなどです。この場合は PostgreSQLにデータをインポートする必要があります。

手順

ステップ 1 既存の Oracleデータベースから常設チャットルームをエクスポートします。これを行うには:

• Oracle SQL Developerツールを開き、データベース名、ユーザ名、パスワード、ホスト名、ポートなど
の詳細を入力して、既存の Oracleデータベースに接続します。

•接続を確立した後、次のクエリを実行して、Jabberで作成した常設チャットルームを表示します。
select * from tc_rooms;

•オブジェクトツリービューから、エクスポートするテーブルを右クリックします。

•エクスポートするデータ形式で [CSV]を選択します。

•インストール先フォルダを参照してください。

• [次へ（Next）]と」 [完了（Finish）]をクリックします。

これにより、選択したテーブルデータが Excelファイルでエクスポートされます。

ステップ 2 永続的なチャットルームを新しい PostgreSQLデータベースにインポートします。これを行うには:
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• TablePlusツールを開き、データベース名、ユーザ名、パスワード、ホスト名、ポートなどの詳細を入
力して、新しい PostgreSQLデータベースに接続します。

•以前 Oracleデータベースからエクスポートされた Excelファイルをインポートします。

ツリー構造でインポートされたテーブル名を表示することができます。

ステップ 3 設定した外部データベースエントリ、つまり PostgreSQLを IM and Presenceノードに割り当てます。 IM
and Presenceノードで外部データベースを指定する方法の詳細については、『IM and Presence Serviceの外
部データベースエントリをセットアップする（32ページ）』を参照してください。

ステップ 4 次のサービスを再起動してください:

• XCP Router

•テキスト会議マネージャ

•メッセージアーカイバ

永続チャットルームのユーザがルームでチャットメッセージをやり取りするまで、メッセージアーカイ

バーの設定は必須ではありません。

ステップ 5 データ移行は次のいずれかの方法で確認できます。

• Jabberに管理者としてログインし、チャットルームが存在するかどうかを確認します。

•以下のテーブルに対して selectステートメントを実行して、ターゲットデータベースの移行を確認し
ます。

•常設チャットテーブル - {tc_users, tc_rooms, tc_messages, tc_msgarchiveおよび tc_timelog}

• Message Archiver - {JM}

• Managed File Transfer - {aft_log}

常設チャットルームを OracleからMSSQLに移行する
以下の手順は、現在 Oracleデータベースに接続されている Jabberで作成された常設チャット
ルームを、同じ IM and Presenceノードの外部データベースとして設定された新しく作成された
MSSQLデータベースに移行する方法を示しています。

始める前に

•常設チャットルームは Jabberで利用できます。

•あなたは新しい外部データベース（この場合はMSSQL）を環境に設定しました。

• Oracleからデータをエクスポートするには Oracle SQL Developer、MSSQLにデータをイ
ンポートするにはMicrosoft SQL Server Management Studioなどのデータベース移行ツー
ルがインストールされていることを確認してください。

IM and Presence Serviceのデータベース設定ガイド、リリース 15および SU
62

データベース管理

常設チャットルームを OracleからMSSQLに移行する



手順

ステップ 1 既存の Oracleデータベースから常設チャットルームをエクスポートします。これを行うには:

• Oracle SQL Developerツールを開き、データベース名、ユーザ名、パスワード、ホスト名、ポートなど
の詳細を入力して、既存の Oracleデータベースに接続します。

•接続を確立した後、次のクエリを実行して、Jabberで作成した常設チャットルームを表示します。
select * from tc_rooms;

•オブジェクトツリービューから、エクスポートするテーブルを右クリックします。

•エクスポートするデータ形式で [CSV]を選択します。

•インストール先フォルダを参照してください。

• [次へ（Next）]と」 [完了（Finish）]をクリックします。

これにより、選択したテーブルデータが Excelファイルでエクスポートされます。

ステップ 2 永続的なチャットルームを新しい PostgreSQLデータベースにインポートします。これを行うには:

• Microsoft SQLサーバのManagement Studioツールを開き、データベース名、ユーザ名、パスワード、
ホスト名、ポートなどの詳細を入力して、新しいMSSQLデータベースに接続します。

•以前 Oracleデータベースからエクスポートされた Excelファイルをインポートします。

ツリー構造でインポートされたテーブル名を表示することができます。

ステップ 3 設定した外部データベースエントリ、つまりMSSQLを IM and Presenceノードに割り当てます。 IM and
Presenceノードで外部データベースを指定する方法の詳細については、『IM and Presence Serviceの外部デー
タベースエントリをセットアップする（32ページ）』を参照してください。

ステップ 4 次のサービスを再起動してください:

• XCP Router

•テキスト会議マネージャ

•メッセージアーカイバ

永続チャットルームのユーザがルームでチャットメッセージをやり取りするまで、メッセージアーカイ

バーの設定は必須ではありません。

ステップ 5 データ移行は次のいずれかの方法で確認できます。

• Jabberに管理者としてログインし、チャットルームが存在するかどうかを確認します。

•以下のテーブルに対して selectステートメントを実行して、ターゲットデータベースの移行を確認し
ます。

•常設チャットテーブル - {tc_users, tc_rooms, tc_messages, tc_msgarchiveおよび tc_timelog}
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• Message Archiver - {JM}

• Managed File Transfer - {aft_log}

2つの Oracleデータベース間での常設チャットルームの移行
以下の手順は、現在 Oracleデータベースに接続されている Jabberで作成された常設チャット
ルームを、同じ IM and Presenceノードの外部データベースとして構成された、新しく作成され
た Oracleデータベースのインスタンスに移行する方法を示しています。

始める前に

•常設チャットルームは Jabberで利用できます。

•あなたは新しい外部データベース（この場合はOracle）を環境に設定しました。

•お使いのマシンに、Oracle SQL Developerなどのデータベース移行ツールがインストール
されていることを確認してください。このツールを使ってOracleからデータをエクスポー
トおよびインポートするために。

手順

ステップ 1 新しい外部データベースを作成します。

ステップ 2 すべてのノードでテキスト電話会議マネージャサービスを停止します。

ステップ 3 設定した外部データベースエントリ、つまり Oracleを IM and Presenceノードに割り当てます。 IMおよび
Presenceノードで外部データベースを指定する方法の詳細は、 IM and Presence Serviceの外部データベース
エントリをセットアップする（32ページ）を参照してください。

ステップ 4 [IMおよび Presenceのトラブルシューティング]ページで、データベーススキーマの検証が正常であるこ
とを確認します。

ステップ 5 データベースをチェックし、テーブル、インデックス、およびストアドプロシージャが作成されたことを
確認してください。

特定の項目が作成されていない場合は、データベースに対して直接 postDBTool_oracle.sqlスクリプトを

実行してください。

このスクリプトは、IM and Presenceサーバの /usr/local/xcp/schemas/sql/postDBTool_oracle.sql

にあります。

ステップ 6 既存の Oracleデータベースから常設チャットルームをエクスポートします。これを行うには:

• Oracle SQL Developerツールを開き、データベース名、ユーザ名、パスワード、ホスト名、ポートなど
の詳細を入力して、既存の Oracleデータベースに接続します。

•接続を確立した後、次のクエリを実行して、Jabberで作成した常設チャットルームを表示します。

IM and Presence Serviceのデータベース設定ガイド、リリース 15および SU
64

データベース管理

2つの Oracleデータベース間での常設チャットルームの移行



select * from tc_rooms;

•オブジェクトツリービューから、エクスポートするテーブルを右クリックします。

•エクスポートするデータ形式で [CSV]を選択します。

•インストール先フォルダを参照してください。

• [次へ（Next）]と」 [完了（Finish）]をクリックします。

これにより、選択したテーブルデータが Excelファイルでエクスポートされます。

ステップ 7 常設チャットルームを新しい Oracleデータベースにインポートします。これを行うには:

• Oracle SQL Developerツールを開き、データベース名、ユーザ名、パスワード、ホスト名、ポートなど
の詳細を入力して、新しい Oracleデータベースに接続します。

•以前 Oracleデータベースからエクスポートされた Excelファイルをインポートします。

ツリー構造でインポートされたテーブル名を表示することができます。

ステップ 8 次のサービスを再起動してください:

• XCP Router

•テキスト会議マネージャ

•メッセージアーカイバ

永続チャットルームのユーザがルームでチャットメッセージをやり取りするまで、メッセージアーカイ

バーの設定は必須ではありません。

ステップ 9 データ移行は次のいずれかの方法で確認できます。

• Jabberに管理者としてログインし、チャットルームが存在するかどうかを確認します。

•以下のテーブルに対して selectステートメントを実行して、ターゲットデータベースの移行を確認し
ます。

•常設チャットテーブル - {tc_users, tc_rooms, tc_messages, tc_msgarchiveおよび tc_timelog}

• Message Archiver - {JM}

• Managed File Transfer - {aft_log}

常設チャットルームをMSSQLから PostgreSQLに移行する
以下の手順では、現在MSSQLデータベースに接続されている Jabberで作成された常設チャッ
トルームを、同じ IMおよび Presenceノードの外部データベースとして設定された新しく作成
された PostgreSQLデータベースに移行する方法を示します。
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始める前に

•常設チャットルームは Jabberで利用できます。

•あなたは新しい外部データベース（この場合は PostgreSQL）を環境に設定しました。

•お使いのマシンにデータベース移行ツールがインストールされていることを確認してくだ
さい。MSSQLからデータをエクスポートする Oracle SQL Developerや、この場合は
PostgreSQLにデータをインポートするためのMicrosoft SQL Server Management Studio。

手順

ステップ 1 既存のMSSQLデータベースから常設チャットルームをエクスポートします。これを行うには:

• Oracle SQL Developerツールを開き、データベース名、ユーザ名、パスワード、ホスト名、ポートなど
の詳細を入力して、既存のMSSQLデータベースに接続します。

•接続を確立した後、次のクエリを実行して、Jabberで作成した常設チャットルームを表示します。
select * from tc_rooms;

•オブジェクトツリービューから、エクスポートするテーブルを右クリックします。

•エクスポートするデータ形式で [CSV]を選択します。

•インストール先フォルダを参照してください。

• [次へ（Next）]と」 [完了（Finish）]をクリックします。

これにより、選択したテーブルデータが Excelファイルでエクスポートされます。

ステップ 2 永続的なチャットルームを新しい PostgreSQLデータベースにインポートします。これを行うには:

• Microsoft SQL Server Management Studioツールを開き、データベース名、ユーザ名、パスワード、ホス
ト名、ポートなどの詳細を入力して、新しい PostgreSQLデータベースに接続します。

• MSSQLデータベースから以前にエクスポートされた Excelファイルをインポートします。

ツリー構造でインポートされたテーブル名を表示することができます。

ステップ 3 設定した外部データベースエントリ、つまり PostgreSQLを IM and Presenceノードに割り当てます。 IM
and Presenceノードで外部データベースを指定する方法の詳細については、『IM and Presence Serviceの外
部データベースエントリをセットアップする（32ページ）』を参照してください。

ステップ 4 次のサービスを再起動してください:

• XCP Router

•テキスト会議マネージャ

•メッセージアーカイバ
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永続チャットルームのユーザがルームでチャットメッセージをやり取りするまで、メッセージアーカイ

バーの設定は必須ではありません。

ステップ 5 データ移行は次のいずれかの方法で確認できます。

• Jabberに管理者としてログインし、チャットルームが存在するかどうかを確認します。

•以下のテーブルに対して selectステートメントを実行して、ターゲットデータベースの移行を確認し
ます。

•常設チャットテーブル - {tc_users, tc_rooms, tc_messages, tc_msgarchiveおよび tc_timelog}

• Message Archiver - {JM}

• Managed File Transfer - {aft_log}

常設チャットルームをMSSQLから Oracleに移行する
以下の手順は、現在MSSQLデータベースに接続されている Jabberで作成された常設チャット
ルームを、同じ IM and Presenceノードの外部データベースとして設定された新しく作成された
Oracleデータベースに移行する方法を示しています。

始める前に

•常設チャットルームは Jabberで利用できます。

•あなたは新しい外部データベース（この場合はOracle）を環境に設定しました。

•この場合、OracleからデータをエクスポートするためのMicrosoft SQL Server Management
Studioや、PostgreSQLにデータをインポートするためのOracle SQL Developerなどのデー
タベース移行ツールがマシンにインストールされていることを確認してください。

手順

ステップ 1 既存のMSSQLデータベースから常設チャットルームをエクスポートします。これを行うには:

• Microsoft SQL Server Management Studioツールを開き、データベース名、ユーザ名、パスワード、ホス
ト名、ポートなどの詳細を入力して、既存のMSSQLデータベースに接続します。

•接続を確立した後、次のクエリを実行して、Jabberで作成した常設チャットルームを表示します。
select * from tc_rooms;

•オブジェクトツリービューから、エクスポートするテーブルを右クリックします。

•エクスポートするデータ形式で [CSV]を選択します。

•インストール先フォルダを参照してください。
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• [次へ（Next）]と」 [完了（Finish）]をクリックします。

これにより、選択したテーブルデータが Excelファイルでエクスポートされます。

ステップ 2 常設チャットルームを新しい Oracleデータベースにインポートします。これを行うには:

• Oracle SQL Developerツールを開き、データベース名、ユーザ名、パスワード、ホスト名、ポートなど
の詳細を入力して、新しい Oracleデータベースに接続します。

• MSSQLデータベースから以前にエクスポートされた Excelファイルをインポートします。

ツリー構造でインポートされたテーブル名を表示することができます。

ステップ 3 IMおよび Presenceノードに Oracleである設定済みの外部データベースエントリを指定します。 IM and
Presenceノードで外部データベースを指定する方法の詳細については、『IM and Presence Serviceの外部デー
タベースエントリをセットアップする（32ページ）』を参照してください。

ステップ 4 次のサービスを再起動してください:

• XCP Router

•テキスト会議マネージャ

•メッセージアーカイバ

永続チャットルームのユーザがルームでチャットメッセージをやり取りするまで、メッセージアーカイ

バーの設定は必須ではありません。

ステップ 5 データ移行は次のいずれかの方法で確認できます。

• Jabberに管理者としてログインし、チャットルームが存在するかどうかを確認します。

•以下のテーブルに対して selectステートメントを実行して、ターゲットデータベースの移行を確認し
ます。

•常設チャットテーブル - {tc_users, tc_rooms, tc_messages, tc_msgarchiveおよび tc_timelog}

• Message Archiver - {JM}

• Managed File Transfer - {aft_log}

2つのMSSQLデータベース間での常設チャットルームの移行
以下の手順は、現在MSSQLデータベースに接続されている Jabberで作成された常設チャット
ルームを、同じ IM and Presenceノードの外部データベースとして設定された、新しく作成され
たMSSQLデータベースのインスタンスに移行する方法を示しています。

始める前に

•常設チャットルームは Jabberで利用できます。
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•あなたは新しい外部データベース（この場合はMSSQL）を環境に設定しました。

•お使いのマシンに、MSSQLのデータをエクスポートおよびインポートするためのデータ
ベース移行ツール ( Microsoft SQL Server Management Studioなど)がインストールされて
いることを確認してください。

手順

ステップ 1 既存のMSSQLデータベースから常設チャットルームをエクスポートします。これを行うには:

• Microsoft SQL Server Management Studioツールを開き、データベース名、ユーザ名、パスワード、ホス
ト名、ポートなどの詳細を入力して、既存のMSSQLデータベースに接続します。

•接続を確立した後、次のクエリを実行して、Jabberで作成した常設チャットルームを表示します。
select * from tc_rooms;

•オブジェクトツリービューから、エクスポートするテーブルを右クリックします。

•エクスポートするデータ形式で [CSV]を選択します。

•インストール先フォルダを参照してください。

• [次へ（Next）]と」 [完了（Finish）]をクリックします。

これにより、選択したテーブルデータが Excelファイルでエクスポートされます。

ステップ 2 永続的なチャットルームを新しいMSSQLデータベースにインポートします。これを行うには:

• Microsoft SQL Server Management Studioツールを開き、データベース名、ユーザ名、パスワード、ホス
ト名、ポートなどの詳細を入力して、新しいMSSQLデータベースに接続します。

• MSSQLデータベースから以前にエクスポートされた Excelファイルをインポートします。

ツリー構造でインポートされたテーブル名を表示することができます。

ステップ 3 設定した外部データベースエントリ、つまりMSSQLを IM and Presenceノードに割り当てます。 IM and
Presenceノードで外部データベースを指定する方法の詳細については、『IM and Presence Serviceの外部デー
タベースエントリをセットアップする（32ページ）』を参照してください。

ステップ 4 次のサービスを再起動してください:

• XCP Router

•テキスト会議マネージャ

•メッセージアーカイバ

永続チャットルームのユーザがルームでチャットメッセージをやり取りするまで、メッセージアーカイ

バーの設定は必須ではありません。

ステップ 5 データ移行は次のいずれかの方法で確認できます。
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• Jabberに管理者としてログインし、チャットルームが存在するかどうかを確認します。

•以下のテーブルに対して selectステートメントを実行して、ターゲットデータベースの移行を確認し
ます。

•常設チャットテーブル - {tc_users, tc_rooms, tc_messages, tc_msgarchiveおよび tc_timelog}

•メッセージアーカイバ - {JM}

• Managed File Transfer - {aft_log}
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


